
れ手賀沼えよみが

19昭/e

平成1苧伊丹判COD値 9.6昭!e
保水場}町干mfl~凶押

千葉県湖沼水質保全計画 15昭/e
による年平均目標COD値

平成11年10月、月平均COD値
採水刷所・手f1ill公|到沖

い駅にもっと利用しゃ

湖
北
駅
南
口

ニEニ工
レ
ベ
ー
タ

ス
カ
レ
I
タ
l

工
事
に
着
手

市
で
は
、
高
齢
者
や
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
を
は
じ
め
、
だ
れ
も
が
安
全
で
快
適
に
駅
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
「人
に
や
さ
し
い
駅
」

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
市
内
の
駅
で
最
も
階

段
が
長
く
利
用
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
湖
北
駅
南
口
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

湖北駅南口完成予想図

幸限

No.1 033 2000年(平成12年)

11.16 

第
幻
回

郷

長罷

湖
北
駅
南
口
の
附
段
は
、山山川
低

法
が
9
・
1
m
、
階
段
数
日
段
と
、

市
内
柄
上
駅
舎
の
附
段
の
中
で
以

も
長
く
、
利
朋
者
に
と

っ
て
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
我
孫
子
駅
南
口

(今

年
3
月
完
成
)
に
続
い
て
税
制
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
内
に
十
日
く
か
ら
伝
わ
る
い民
俗

芸
能
と
H
本
古
米
の
伝
統
的
な

は
や
し

笛

・
太
政
に
よ
る
お
雌
予
の
祭
典

「郷
土
若
能
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
凶
も
、
民
俗
笈
能
を
伝
・
ボ
し

て
い
る
市
内
3
同
体
の
ほ
か
、
小

・

中
学
校
4
校
の
郷
L
L
芸
能
ク
ラ
ブ

が
参
加
し
、
芸
能
代
小
を
雌
り
L
L
げ

ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
郷
k
に
伝

わ
る
民
俗
長
能
を
ご
家
族
皆
さ
ん

で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
主
能
祭
に
あ
わ
せ
て
、

げ
の
ぬ
け
パ
の
展
ぷ
と
、
湖
北
階
会

の
併
さ
ん
に
よ
る
品
川
ハの
体
験
説

川
会
を
行
い
ま
す
。

政
孫
子
で
の
い内
く
か
ら
の
非
ら

し
を
知
り
、
市
い
物
の
良
さ
を
叫
ん

山
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

設
位
す
る
昇
降
設
備
は
、
車
イ

ス
対
応
型
の
日
人
乗
り
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
各
1

訟
で
、
工
平
賀
は
約
9
7
0
0万

円
。
工
事
は
、

日
月
日
口
か
ら
始

ま
り、

完
成
は
来
年
3
月
中
旬
の

予
定
で
す
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
行
型
資
節
減
の
た
め
、

来
る
人
が
近
づ
く
と
動
き
出
す
、

自
動
始
動
セ
ン
サ
ー
を
取
り
入
れ

e

，、
-
o

J

↓0
4
y
 

ま
た、

判例
党
附
市
小
山
を
持
つ
方
な

ど
が
安
全
で
気
般
に
駅
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
点
字
訪
山
市
ブ
ロ
ッ
ク

の
収
り
付
け
や
、

tu戸
誘
導
袋
世

も
附
設
し
ま
す
。

な
お
、
湖
北
駅
北
口
に
つ
い
て

は
、
駅
前
通
り
と
駅
前
広
場
の
強

制
川
闘
を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。こ

の
た
め
、
北
口
の
対
降
設
備

は
、
こ
れ
ら
の
川
副
に
あ
わ
せ
て

幣
制
し
て
い
き
ま
す
。

。
郷
土
芸
能
祭

日
時
・

場
所

ロ

μ
3日
(
臼
)
午

後
0
時
ゆ
す
川
必
、
1
守
川
リ
一川、

4

1
1
f
I
t
t
H
I
t--

湖
北
地
区
公
民
館

(入
場
無
料
)

出
演
者

・
演
目

か
い

'
Vん
め
い
た
ね
が
L

*
ひ
ょ
っ
と
こ
臨
・:
神
明
純
一
時

ぁ
rよ"
町
峰
、
、

牢
吐H
一円
は
や
し
述
中
・・・
安
宅
凶

牢
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
:
-大
杉
嚇

--，、
，

A

・

子、

じ
品

(ひ
ょ
っ
と
こ
舞
)
、

五
嚇
子
、
獅
子
細
川

牢
布
佐
中
学
校
郷
七
芸
能
ク
ラ
ブ

:・
二
同
地
冊
子
、ル
又
TA出
門

ハ

4
2
1一

4
4
1
t

牢
湖
北
小
学
校
郷
k
ぷ
能
ク
ラ
ブ

・:
附，

r得
、
一
M

J

j

f
2
 

*
布
佐
小
学
校
郷
ヒ
禁
能
ク
ラ
ブ

:・
仁
村、

投
げ
A
n
い

*
抜
孫
子
第
凶
小
学
校
郷
上
芸
能

ク
ラ
ブ
・・
・仁
羽

_ ..仮設自転車駐輪場
ロイ1)用できない場所

仮
設
駐
輪
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

工
耶
則
川
中
、
階
段
下
と
階
段

入
口
前
は
、
自
転
車
が
泣
け
な
く

な
り
ま
す
。

新
た
に
仮
設
の
自
転
車
駐
輪
場

(右
図
参
照
)
を
設
け
ま
し
た
の

で
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
ザ
さ
ん
に
は
ご
不
似

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

。
昔
の
農
具
の
展
示

日
時

H
月
日
臼
(金
)
か
ら
ロ
月

3
日
(
日
)午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時

(凡
附
凶
は
休
館
)

場
所

湖
北
地
区
公
民
館

(入
場

似
料
)

※
州凶
八
ハの
体
験
説
明
会
を

3
1
午

後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委

μ会
文
化

説
官
(お
)
1
1
5
1

だ
れ
も
が
自
由
に
安
全
に

少
子
山
齢
社
会
に
向
け
て
、

だ
れ
も
が
自
由
に
安
全
に
移
動

で
き
る
街
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

市
は
昨
年

8
月
に

「人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
推

仙
川
岡
山
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

駅
へ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
-
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
世
は
、
現

在、

湖
北
駅
前
日
へ
の
工
引
と

と
も
に
、

天
王
台
駅
南
口

・
北

口
の
設
計
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
我
孫
子
駅
北
口
は

「柿
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
等

市

長

進
め
て
い
ま
す

「人
に

や
さ
し
い
駅
」
整
備

U

升
降
設
備
は
、
全
て
の
駅
の
附

段
に
同
時
に
設
位
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
す
が
、

-m授
が
山

舶
な
た
め
、
来
降
佐
行
数
や
~い川
低
ぶ

な
ど
を
考
雌
し
、
む
什
駅
順
幣
に
強

制
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
改
札
外
の
升
降
設
備

に
つ

い
て
は
市
で
挽
備
し
ま
す
が
、

改
札
内

(ホ
l
ム
)
に
つ
い
て
は

J
R来
日
本
が
設
世
し
ま
す
。

見
足、

k
t
h勺
ま
、
文
系
，
F
沢

YJ
4
d
l

J
E
J
A-
-
v

，‘

ョ4
71

H

〆「

基本構想を決定

治
政
ぺ
少
M

彦
田

の
辿
設
に
合
わ
せ
、
湖
北
駅
北

口
は
駅
前
広
場
の
撚
備
に
合
わ

せ
て
設
位
し
ま
す
。

布
佐
駅
は

来
年
度
、
幣
制
に
向
け
て
の
訓

訴
を
行
う
予
定
で
す
。

道
路
に
つ
い
て
も
、

何
年
バ

リ
ア
フ
リ
l
予
鉢
を
特
別
枠
で

確
保
し
て

(今
年
度
は

4
5
0

0
万
円
)
、
歩
道
の
推
備
や
段

差
の
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
も
陣
容
を
持
つ
人
も
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
た
人
も
安

心
し
て
タ
け
る
街
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

化線複で

と
天
王
台
駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

が
設
問
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

他
の
駅
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

J

R
点
U
本
に
対
し
、
早
則
に
設
位

さ
れ
る
よ
う
強
く
安
出
し
て
い
き

ま
す
。

だ
れ
も
が
安
令
で
快
適
に
駅
を

利
川
で
き
る
よ
う
、
u
叶
降
設
備
や

行
h
p
涜
vM笠
出
の
ほ
か
、
広
辺
の

段
万
一併
前
、
低
床
パ
ス
の
附
山下
、

歩
行
将
へ
の
誘
器
削
削
減
の
充
実
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

交
通
鍛
備
課
宮

(お
)1
1
1
1内
総
3
3
0

力のなんみ線

7
月
同
円
リ
ヅ
の
広
報
あ
び
、
}

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

市

は

「我
孫
子
市
北
本
榊
忽
」
を

6
月
の
市
議
会
定
例
会
に
議
案

と
し
て
悦
諜
し
ま
し
た
。

議
会
で
は、

「基
本
緋
伊
根

本
北
特
別
委
只
会」

を
設
附
一し、

審
議
が
行
わ
れ
、

9
月
の
市
議

会
定
例
会
の
批
終
日
に
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

決
定
し
た
基
本
榊
必
の
全
文

を
2
・
3
・
4
閣
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

成
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今
後
初
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「我
孫
子
市

基
本
構
想
」
が
、

9
月
の
市
鵠
会
定
例
会
で
概
決
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
今
後
、
2
0
0
2年
(
平
成
叫
年
)
度
の
ス
タ

ー
ト
を
め
ざ
し
、
基
本
計
画
と
実
施
計
画
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。
今
回
は
、
基
本
構
想
の
金
一
文
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
で
は
、
第
三
次
総
合
計
凶

の
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し

れ

J
3
総
合
計
刷
は
「
越
本
山
例制
」
、

「
器
本
計
四
」
、
「
実
施
計
画
」

を
総
称
し
た
も
の
で
す
。
(
左

表
参
照
)

こ
の
う
ち
、
基
本
桃
想
は

6

月
の
市
議
会
定
例
会
に
議
集
と

し
て
拠
出
さ
れ
、
刊
刷
会
に
投
出

さ
れ
た
「
基
本
山
例
制
帯
夜
特
別

委
日
会
」
で

7
回
に
わ
た
っ
て

都
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、

説
会
で
の
楽
活
を

踏
ま
え
、

主
に
次
の
よ
う
に
訂

正
を
行
い
、

9
川
市
議
会
定
例

会
の
本
会
議
で
間
決
さ
れ
ま
し

た
。

。

「
慌
定
の
趣
旨
」
に
、
我
孫

子
市
の
鹿
史
的
な
歩
み
や
こ
れ

ま
で
の
計
画
の
問
題
点
な
ど
を

加
え
、
基
本
構
想
を
新
た
に
策

定
す
る
目
的
や
目
棋
を
よ
り
明

怖
に
し
ま
し
た

0

0
計
四
の
初
年
度
を
、

2
0
0

1
年

(
平
成
日
年
)
度
か
ら
2

0
0
2
年
(
同
同
年
)
度
に
変

更
し
、
基
本
梢
想
の
内
容
を
具

体
的
に
実
現
し
て
い
く
た
め
の

基
本
計
画
と
実
施
計
画
の
策
定

期
間
を
十
分
に
確
保
し
ま
し
た

0

0
手
賀
沼
と
と
も
に
く
ら
す
ま

ち
の
姿
を
よ
り
明
確
に
す
る
た

め
、
将
来
都
市
保
を
「
「
手
到

沼
の
ほ
と
り
こ
こ
ろ
輝
く
ま

ち」

1
人

・
刈
・
文
化
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
1
」
と
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
決
定
し
た
部
本
榊

惣
に
基
づ
き
、

2
0
0
2
年

(
平
成
同
年
)
度
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
を
め
ざ
し
て
、
基
本
計
四

と
実
施
計
画
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
回
捌
整
担
当

官
(
お

)1
1
1
1内
線
2
2
5

。基本構想は、まちづくりの最も基本的

な指針として、 20年後の2021年(平成

33年)度の将来都市像と‘その実現に

向けた行財政運営の基本的な考え方を

示すものです。

。墓本計画は、基本構想を実現するため

の施策の具体的な方向性を部門別に体

系化したものです。

。実施計画は、基本計画に定められた施

策の方向性を、財政計画と適合させた

事業プログラムとして示したものです。

総合計画の構成

基本構想
(20力年計画)

基本計嵐
(7力年計画)‘

実施計画
(3力年計画)

我
孫
子
市
は
、

手
幻
協
と
利
制

川
の
此
か
な
水
系
に
抱
か
れ
た
環

境
の
中
で
、
人
々
の
く
ら
し
が
狩

ま
れ
、
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
ま
ち

で
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
と
首
都
圏

却
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
固
と
い
う
地
理

的
条
件
か
ら
急
激
な
都
市
化
が
す

す
み
、
市
制
が
施
行
さ
れ
た

1
9

7
0年
(
昭
和
何
年
)
当
時
5
万

人
弱
だ
っ
た
人
口
も
現
在
は
約
日

万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
多
く
の
市
民
が

地
域
で
の
出
会
い
や
交
流
を
と
お

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
而
で
活
制

し
て
い
る
ま
ち
で
す
。

こ
う
し
た
ま
ち
の
歩
み
の
中
、

1
9
8
5年

(
昭
和

ω年
)
に

2

0
0
6年
(
平
成
は
年
)
度
を
目

標
と
す
る
前
基
本
榔
想
を
定
め
ま

し
た
。

そ
の
ね
ら
い
は
、
急
激
な
都
市

化
や
人
口
明
加
が

1
9
8
0年
代

に
よ
う
や
く
お
さ
ま
り
を
み
せ
た

中
で
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
を
し
っ
か
り
と
比
定
め
た
行
財

政
迎
吋
の
折
針
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
前
榊
叫
に
は
、
市
民
の
く

ら
し
を
視
点
に、

手
白
出
を
巾
心

と
し
た
加
抗
川
組
へ
の
取
り
組
み

ゃ
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
の
主

体
的
な
凶
わ
り
な
ど
、
時
代
を
先

取
り
し
た
催
れ
た
而
が
多
く
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
げ
万
人
と
い
う
人
口

知
定
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
右

目
上
が
り
の
経
済
成
長
を
前
提
に

し
た
叶
回
体
系
の
形
成
に
主
眼
を

白
い
た
た
め
、
利
引
尖
的
な
施
策
実

現
に
至
ら
な
か
っ
た
而
が
あ
る
こ

と
も
荷
め
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
日
の
地
域
社
会
は
、

経
済
状
況
の
劣
化
や、

hu山
地
な
少

子
山
附
社
会
へ
の
移
行
、
同
際

化
・

情
報
化
の
進
川崎
、
女
性
の
社

会
参
加
の
拡
大
な
ど
の
社
会
榔
造

の
変
化、

さ
ら
に
地
球
規
棋
で
の

環
境
問
題
の
顕
在
化
な
ど
、

こ
れ

ま
で
に
な
い
状
況
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
柿
の
進
胤
に
よ

り
、
自
治
体
の
自
立
を
前
提
と
し

た
、
市
民
と
市
の
新
た
な
附
係
づ

く
り
に
向
け
た
刈
応
が
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
は
多
椴
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
的
発
に
凶
閲
さ
れ
る
小
で、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な
る

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
自
主
的

な
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
前
併
想
が
持
つ
優

れ
た
面
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
こ

う
し
た
時
代
の
胎
動
を
し
っ
か
り

と
受
け
と
め
、
新
し
い
地
域
社
会

を
生
み
だ
す
力
に
変
え
、
独
創
的

な
魅
力
あ
る
ま
ち
を
市
民
と
市
の

協
働
で
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
基
本
拙
忽
は
、

引
世
紀
を

脱
唱
す
る
こ
の
時
則
に
、
我
孫
子

市
が
め
ざ
す
将
来
の
ま
ち
の
淡
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
尖
現
に
向
け

た
行
財
政
運
営
の
目
棋
と
器
本
的

方
向
を
示
す
た
め
策
定
し
た
も
の

で
す
。

こ
の
基
本
榊
想
は
、

2
0
0
2

年
(
平
成
同
年
)
皮
を
初
年
度
と

し
て
、
初
年
後
の

2
0
2
i
年

(
平
成
お
年
)
皮
を

Hmと
し
ま

す
。

将
来
都
市
像

自然環境を文化に高めるまちヘ

時代が変わっても、変わらない価値。 それが

我孫子の自然環境の広がりです。

春夏秋冬の美しい季節の移り変わりに、私た

ちは何度心を動かされたことでしょう。その陰

には自然の保全と再生につくした多くの先人た

ちの苦労があります。歴史を引き継ぎ、環境モ

デル都市として、国内外の多くの人たちが訪れ

るよう努Jりすることが新たな目標です。第一は

我孫子のシンボルである手口沼の水質浄化、水

~~普ベスト l を実現します。 13 と共にくらし、
・雁の飛来よ再び"の事氾挑戦します。それには

自黙に負荷のかからない資源循環型のくらしを

築くとともに、環境問題に取り組む先進的な知

恵を生み出すことが重要です。第二は、遊歩道、

自然観察圏、農業体験固などの交流空間づくり

や国際的な水準を意識した湖岸 ・街並みの景観

づくりを心がけます。

私たちは、自然と人の営みが文化になってい

くまちをめさします。

お互いを思いやる心で元気なまちへ
少子化・高齢化が進んでも次世代に伝えたいも

の、それが我孫子市民の人と人の優しい関係で

す。

これまでも高齢者 ・障害者への支援、スポーツ

や文化問を通じての子どもの育成など、私たち

の心の幹は確かなものがあります。保健、医療、

福祉の充実はこの許をも っと ~9l <自山にします。

必要な時に必要なサービスを提供し、地域で支え

合うしくみをつくります。公共施設、歩道などの

バリアフリー化もそのひとつ。一人ひとりの自立

を促し、障害者、 高齢者も社会参加できる柏極策

をすすめます。同じく子どもの出生、子育ても、

家庭、学校、地域の述携の中で安心してできるよ

う知恵をいかします。子や孫に我々 の手づくりの

人間関係を伝えることによって、相手を思いやる

視野の広い子どもたちをはぐくんでいきましょう。

住環境についても三jll:代にわたる定住につながる

施策に取り組みます。

私たちは、地域と人への愛着が自然に生まれる

まちをめざします。

出会いと交流で活力を生むまちヘ

出会いがあり、交流があり、その中から喜び

と活力が生まれてくる。21世紀の豊かさは自由

時間が生む文化のありようで測られるでしょう。

我孫子の市民活動や生涯学習はその発信の場

として、誰もが自分の能力を発問iしてきました。

そのレベルは高〈、市民、事業者、市が対等な

パートナーとしてまちづくりに参画するグルー

プも出てきています。このような市民の市政へ

の参加や起業への動きは、 1~孫子の大きな特長

です。情報技術の活仰がすすみ、民家、商応、

企業人、 NPO、ボランテイアの杭極的な活動

が、我孫子ならではの発信↑iHUを生んでいきま
す。地元生産、地元消費を基本とした都市農業、

研究機関や大学との協働事業などにも情報ネッ

トワークが威力を発部します。この地でかつて

文人や芸術家が創作に励んだと同じように、市

民は思い思いの創造のやりとりを楽しむでしょ

Io 

私たちは、多様な文化を生むi時間と空間のあ

るまちをめざします。

私
た
ち
は
、
こ
の
将
来
都
市
役
を

「
手
賀
沼
の
ほ
と
り
心
輝
く
ま
ち
」
1
人
・

烏

・
文
化
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
ー

と
し
て
共
通
の
け
仰
に
し
ま
す
。

人

と
都
市
情
、11:
'1C1 

ロ
円
際
人
円
日
万
人
は
、
こ
う
し

た
動
向
を
日
比
括
え
な
が
ら
も
、
子

育
て
世
代
の
定
住
環
境
を
向
上
さ

せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
民
間
を

は
じ
め
、
多
叶
一
代
が
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
郁
M

倒
的
に
す

す
め
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
設
定
し

た
も
の
で
す
。

2
0
2
1年
の
白
標
人
口
を
、

日
万
人
と
し
ま
す
。

人
口
は
近
年
微
期
の
状
況
で
、

そ
の
梢
成
は
、
年
々
尚
齢
者
人
口

が
附
加
す
る
と
と
も
に
、
年
少
者

人
円
が
減
少
し
て
お
り
、
少
子
山

齢
社
会
の
人
円
僻
泣
に
雌
%
に
傾

斜
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
川

急
附
則
に
転
入
し
て
き
た
世
代
が

今
後

一打
点
に
刈
齢
化
唱
を
押
し
ヒ

げ
る
と
い
う
特
徴
も
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
転
出
入
が
激
し
い
子

古川
て
枇
代
の
定
住
化
が

A
姐
に
な

っ
て
い
ま
す
。

都
市
構
造
の
形
成

地
問
化
的
特
性
、
市
街
地
な
ど
の
形

成
泊
料
を
踏
ま
え
て
、
点
州
に
細

川K
い
ま
ち
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り

の
あ
る
都
市
と
し
て
形
成
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
都
市
川
刑
法
を
門
然

環
境
ゾ
l
ン、

地
以
と
拠
点
、
ぃ
父

辿
州
と
い
う
制
点
か
ら
明
ら
か
に

し
ま
す
。

(
次
ぺ

l
ジ
図
参
照
)

H
次
ぺ

l
ジ
へ
H

政
係
子
の
門
快
…
俳
泣
の
特
徴
は
、

手
質
問

・
利
掛
川

・
円
利
似
川
と

い
う
広
大
な
内
水
耐
と
そ
れ
に
附

ま
れ
た
台
地
上
の
山
街
地
、
そ
し

て
そ
の
小
川
に
民
地
や
制
問
林
な

ど
の
二
次
円
然
が
あ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
特
慨
を
い
か
し
、
原
史
や



施
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円
山
び
を
持
っ
て
安
心
し
て
チ
行
て

が
で
き
る
卯
抗
づ
く
り
を
す
す
め

ま
す
。

-
ぃ
引
川
附
者
が
住
み
悦
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
く
ら
せ
る
時
抗
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す
。

-
附
引
一
ハ
を
持
つ
で
も
山
リ
止
し
て
中
.

mで
き
る
一制
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
A
H

的
に
指
仙
し
ま
す
。

⑪
互
助
と
自
助
に
よ
る
生
活
の
保

障

り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
桜
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
凶
・
線
地
や
川

川
・
水
路
、
街
路
樹
な
ど
を
い
か

し
な
が
ら
、
各
自
然
関
抗
ゾ
l
ン

を
相
互
に
ネ

γ
ト
ワ
ー
ク
し
、
辿

続
性
の
あ
る
自
然
の
竹
柏
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す
。

②
地
区
の
ま
と
ま
り
と
拠
点
の
形

成O
地
区
の
形
成

市
街
地
は
、
駅
を
中
心
と
し
た

5
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
地
区

で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
刊
つ

自
然
や
鹿
史

・
文
化
な
ど
の
特
色

を
い
か
し
な
が
ら
、
身
近
な
生
活

を
支
え
る
安
全
で
快
適
な
立
川
づ

く
り
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
我

孫
子
、
天
王
台
、
湖
北
、
新
木
、

布
佐
の

5
つ
の
駅
周
辺
を
地
区
拠

点
と
位
世
づ
け
、
拠
点
機
能
の
推

仰
を
す
す
め
ま
す
。

O
中
心
拠
点
の
形
成

H
前
ペ
l
ジ
か
ら

H

①
自
然
環
境
ソ
l
ン
の
形
成

。
自
然
環
境
ゾ
l
ン
の
形
成

民
地
、
斜
面
林
、
水
辺
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
袈
紫
が
凶
辿
し
あ
い
、

全
体
と
し
て
多
様
な
生
物
が
生
息

で
き
る
自
然
環
境
を
つ
く
り
だ
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
山M

か
な
生
活
を
支
え
、
地
域
へ
の
誇

り
と
愛
泊
を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、

自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
の
世

主
な
場
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
形
や
水
系
な
ど

の
郡
鹿
条
件
が
災
な
る

6
つ
の
区

域
を
自
然
環
境
ゾ
l
ン
と
し
て
設

定
し
、
そ
の
特
性
を
い
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
を

一
体
的
に
保
全
・

活
朋
し
ま
す
。

O
自
然
環
境
ゾ
ー
ン
の
核
づ
く
り

と
自
然
環
境
ゾ
l
ン
を
つ
な
ぐ
軸

の
形
成

自
然
環
境
ゾ
l
ン
に
は
、
自
然

を
感
じ
、
く
ら
し
と
の
か
か
わ
り

を
学
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
繰

抜
孫
子
駅
周
辺
は
、
市
令
体
を

対
象
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
恨

仙
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
手
引
出

公
凶
問
辺
と

一
体
化
し
た
魅
力
あ

る
空
間
づ
く
り
を
す
す
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
い
か
し
な
が
ら
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
巾
心
拠
点

と
し
ま
す
。

①
交
通
軸
の
形
成

。
地
区
間
を
連
結
す
る
都
市
軸
の

形
成5

つ
の
地
区
を
辿
紡
す
る
都
市

制
と
し
て
成
凹
街
道
と

J
R
成
旧

総
を
位
附
づ
け
ま
す
。
市
内
科
地

区
の
辿
絡
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

だ
れ
も
が
快
適
に
移
動
で
き
る
部

読
を
雌
保
し
、

沿
道
や
駅
周
辺
で

の
魅
力
的
な
宅
問
づ
く
り
を
す
す

め
ま
す
。

O
広
域
交
通
軸
の
形
成

広
域
と
の
交
通
を
円
滑
に
す
る

た
め
の
広
地
交
通
仙
と
し
て
広
域

的
な
幹
線
道
路
と
、

J
R
常
桝
線
、

J
R成
回
線
を
位
世
づ
け
ま
す
。

広
域
的
な
件
組
道
路
網
の
斡
仙
に

あ
た
っ
て
は
、
卜
分
に
沿
泊
以
境

を
陥
保
す
る
と
と
も
に
、
小
K
令
竹

を
僻
保
し
な
が
ら
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
鉄
道
の
利
便
性
の
向
ヒ
に

努
め
ま
す
。

さ
ら
に、

新
た
な
広
域
交
辺
仙

の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の

生
活
や
自
然
環
境
に
十
分
配
地
し

ま
す
。

-
止
加
を
と
お
し
て
他
山
で
常
せ

な
佐
川
を
文
え
る
た
め
、

川
川
山
他

h
丹
市
尖
・
作
的
x
n本

L
f
H

2
H
f
 

険
な
ど
の
保
険
制

度
の
他
令
な
辺
川
引

を
す
す
め
る
と
と

も
に
、

川
民
年
令

へ
の
加
入
を
促
進

し
ま
す
。
ま
た
、

続
・
情
的
な
手
助
け

を
必
災
と
す
る
い山

い
山
の
山
立
を
支
援
す
る
た
め
、

相

談
や
限
助
体
制
を
光
夫
し
ま
す
。

の

峰
山
肌
の
ト人
制
は
、
将
米
相
山
像
を
巾h

内攻
す
る
た
め
の
必
本
的
な
考
え
み
や
脇
山お
あ
り
い刈
を
分

川判
別
に
体
系
化
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
大
制
に
必
づ
き
、
分
叫
川
ご
と
の
凶
作ホ
を
九
体
化
す
る
と
と

も
に
分
肝
川
の
洲
市
川
を
強
化
し
、

総
合
的
に
施
策
を
す
す
め
ま
す
。

-
生
物
の
生
息
琉
境
と
し
て
も
沢

民
な
水
辺

・
民
地
・

剥
耐
林

・
山〈H

泌
を
、
川
以
屯
な
川
政
と
し
て

占
体

的
に
似
A
L
-
前
川
し
ま
す
。

.
身
近
な
れ
然
を
大
切
に
守
り

・

行
て
、

く
ら
し
の
中
で
手
節
が
感

じ
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

②
環
境
に
や
さ
し
い
く
ら
し
の
実

見14
 

.
地
球
環
境
へ
の
ね
仰
を
少
な
く

す
る
よ
う
、
資
源
を
大
切
に
し
、

白
川
の
術
邸
を
す
す
め
る
く
ら
し

の
実
現
に
収
り
制
み
ま
す
。

・
中
一市
環
岐
に
必

m
mmを
う
え
る

公
刊
の
防
止
や
、
新
た
な
環
境
問

凶
に
収
り
組
み
ま
す
。

設
も
が
公
慨
に
訓
れ
、
測
し
み
、

出
い
、
ぃ
父
流
す
る
山
ん
じ
川
と
し
て
市

川
し
ま
す
。

①
手
賀
沼
を
は
じ
め
と
す
る
自
然

環
境
の
保
全
・
再
生

・
活
用

.
手
幻
れ
へ
の
臼
怖
を
取
り
除
く

と
と
も
に
、
新
た
な
れ
仰
を
う
え

な
い
収
り
机
み
を
す
す
め
、
か
け

が
え
の
な
い
財
政
で
あ
る
下
幻
川

に
き
れ
い
な
水
と
山
叫
か
な
生
態
系

を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
市
民

・
市
栄
将

・
市
の
-M

を
結
集
す
る
と
と
も
に
、
川
・
山

・

流
域
市
町
と
の
協
力
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

-
手
質
問
の
持
つ
魅
力
を
日
め
、

文
段
し
ま
す
。

①
男
女
が
共
に
参
画
す
る
社
会
の

形
成

-
mN女
共
川
参
州
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、

児
火
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
あ
ら
ゆ
る
分
肝
で
、
例
性
と
能

-Mを
卜
分
発
仰
で
き
る
関
税
を
つ

く
り
ま
す
。

①
国
際
性
を
は
ぐ
く
む
市
民
活
動

の
活
性
化

-
地
域
の
川
際
化
を
す
す
め
る
た

め
、
交
流
の
場
や
的
却
を
提
供
し
、

お
互
い
の
文
化
へ
の
埋
併
を
涼
め

な
が
ら
、
川
際
性
泣
か
な
人
材
が

れ川
つ
卯
境
を
つ
く
り
ま
す
。

-
市
川
氏
や
川
際
交
流
間
体
と
述
叫

し
、
外
川
人
も
く
ら
し
や
す
い
ま

ら
を
尖
訓
し
ま
す
。

川
川
搬
や
機
会
、
助
を
蛇
供
し
、
市

民
州
立
の
交
流
を
広
げ
る
し
く
み

を
つ
く
り
ま
す
。

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
前
助
や

N
P
o

m助
な
ど
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り

的
助
を
文
接
す
る
し
く
み
を
つ
く

り
ま
す
。

-
H治
会
な
ど
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
的
動
を
之
扱
し
、
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

-
消
火
お
の
安
全
で
安
心
な
く
ら

し
を
守
る
た
め
、
的
資
生
前
に
凶

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
仙
械
の
収
集
や

内
総
な
吋
以

η
必
共
、
円
山
は
弓
刻

f
t
F
3
f
1
4
4
{
・7
1
1

ー

す
る
山
民
の
相
談
に
対
応
で
き
る

体
制
を
充
実
し
、
的
資
帆
引
市
助
を

①
市
民
の
自
主
的
な
ま
ち
"つ
く
り

活
動
へ

の
支
援

-
多
く
の
市
民
が
ま
ち
.つ
く
り
に

参
加
す
る
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
令

-回圃圃.

一、=

文
援
を
す
す
め
ま
す
。

-
生
躍
有
と
川
町
μ
引
が
お
托
い
に

い
相
す
る
こ
と
で
、
品
質
と
安
全

・
地
域
に
山
市
消
し
た
尚
的
街
の
的

性

の
向
い
地
必
出
版
物
が
地
必
を

性
化
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
多

小
心
に
消
沈
さ
れ
る
山
於
の
昨
h
U
い

く
の
人
が
何
度
も
山
崎
れ
た
く
な
る
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
品
業
の

よ
う
な
ま
ち
に
す
る
た
め
、

下

幻

持

つ
多
而
的
機
能
を
大
切
に
し
ま

れ
な
ど
の
資
制
を
い
か
し
た
新
た

す
。

な
尚
業
民
間
を
文
扱
し
ま
す
。

①

ま
ち
に
活
力
を
生
む
新
た
な
産

.
食
業
川
や
研
究
機
凶
と
の
述
悦

業
の
育
成

に
よ
る
地
元
企
業
の
的
性
化
を
す

.
ま
ち
に
活
必
を
恨
み
だ
す
市
民

す
め
る
と
と
も
に
、
工
場
や
作
業

引
業
の
支
援
や
、
新
た
な
・開
業
が

場
の
悠
川
化
を
す
す
め
ま
す
。

行
つ
卯
境
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

①
我

孫

子

ら

し

い

農

業

の

掻

興

.新
た
な
陀
業
の
削
山
や
版
作
階

・
出
来
の
中
陀
性
をいい
川
め
、
安

定

業

の

活

性
化
に
よ
り
、
市
内
に
働

し
た
品
業
が
併
め
る
よ
う
に
従
業
け
る
坊
を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。

u 

化 ①
士也
~ 

根
ざ
し
た
産
業
。コ
3舌
f主主

d努
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つ
く
り
ま
す
。

.
市
民
の
向
主
的
な
文
化

・
芸
術

活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
、
発
ぷ

す
る
場
や
参
加
の
機
会
を
広
げ
、

前
助
を
いrx扱
す
る
し
く
み
を
つ
く

り
ま
す
。

-
冶
も
が、

い
つ
で
も
、
生
渡
を

と
お
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

現
段
を
つ
く
り
ま
す
。

③
子
ど
も
の
創
造
性
と
自
主
性
を

は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実

-
子
ど
も
の
例
性
や
能
み
を
い
か

し
、
創
造
性
や
自
民
性
、
社
会
性

を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、
子
ど
も

の
心
と
体
の
発
述
に
合
わ
せ
た
、

き
め
細
か
い
数
行
を
す
す
め
ま
す
。

.
子
ど
も
が
地
域
に
愛
行
と
み
り

H
次
ぺ

l
ジ
へ

H

学
刊
に
い
か
す
し
く
み
や
、
生
涯

中
門
宏
文
え
る
人
が
行
つ
卯
境
を

。
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
い
き

い
き
く
ら
す
た
め
の
学
習
体
制
の

充
実

-
放
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
川f
べ
る
よ
う
に
、
山下
刊
の
場
と

機
会
の
允
尖
を
す
す
め
ま
す
。
ま

た
、
予
期
円
で如
何
た
知
織
を
社
会
に

い
か
す
た
め
の
し
く
み
を
充
実
し
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
と
し
て
党
燥
し

て
い
く
よ
う
之
援
し
ま
す
。

-
さ
ま
ざ
ま
な
学
判
的
助
川
体
や

凶
係
機
附
が
相
任
に
辿
脱
す
る
し

く
み
を
つ
く
り
、
前
線
の
提
供
や
、

市
助
を
支
え
る
体
制
を
允
小
え
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
人
材
を
供
涯

土
地
利
用
の
基
本
方
針

市
街
地
は
、
適
正
な
と
地
利
川

誘
導
に
よ
り
、
良
好
な
住
環
境
を

形
成
し
ま
す
。

ま
た
、
円
然
環
境
ゾ
l
ン
で
は、

制
帽
的
に
門
然
環
境
を
保
令

・
創

出
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
に
媛

し、

自
然
的
上
地
利
川
が
な
さ
れ

て
い
る
地
問
で
は
、
良
好
な
円
然

環
境
を
以
大
限
保
令
し
、

mh巾
的

k
地
利
川
を
抑
制
し
ま
す
。

七
地
利
則
は
、
こ
の
基
本
ぶ
針

に
法
づ
き
、
総
合
的

・
計
画
的
に

す
す
め
ま
す
。

53地 醐
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体
的
に
ん
い
市
で
き
る
地
域
悩
枇
を

実
脱
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

所
助
を
は
じ
め
市
民
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
支
暖
し
、
市
民
が
化
ハに

いrxえ
A
H
う
体
制
を
税
制
し
ま
す
。

mw必
要
な
と
き
に
必
要
に
応
じ
て

受
け
ら
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
体
系

の
確
立

-
子
ど
も
が
地
域
の
小
で
す
こ
や

か
に
成
以
す
る
と
と
も
に
、
'
泌
が

す
。

.
桜
山
明
の
JP防
か
ら
阪
急
時
の
刈

応
ま
で
、
安
心
し
て
く
ら
せ
る
医

療
体
制
を
雌
'
仏
し
ま
す

⑦
地
域
で
支
え
合
う
福
祉
の
充
実

・

.
人
ひ
と
り
の
人
間
性
を
州
市
長

し
、
小
ぃ
汲
に
わ
た
っ
て
引
な
し

h

①
健
康
な
生
活
を
支
え
る
体
制
の

藍
備

-
山
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き

く
ら
す
た
め
、
他
山
づ
く
り
を
永

続
し
、
乳
幼
児
か
ら
尚
齢
符
ま
で
、

例
人
の
状
況
に
応
じ
た
、
き
め
細

か
な
保
他
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
ま

( 3) 2000.11.16 
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(4) 

H
前
ぺ
l
ジ
か
ら
H

を
持
て
る
よ
う
、
地
域
と
交
流
し
、

地
域
の
人
に
学
ぶ
し
く
み
を
つ
く

り
ま
す
。
ま
た
、
我
孫
子
の
自
然

や
文
化
な
ど
を
活
川
し
た
我
孫
子

ら
し
い
救
出H
を
す
す
め
ま
す
。

-
学
校、

家
出
、
地
域
が
辿
拙
し
、

地
域
の
中
で
子
ど
も
が
心
止
か
で

2000.11.16 

他
会
に
育
つ
た
め
の
部
境
を
つ
く

り
ま
す
。

③
新
た
な
文
化
の
創
造
と
地
域
文

化
の
継
承

-
我
孫
子
で
新
た
な
文
化
や
芸
術

的
助
が
生
ま
れ
、
発
川
ほ
し
て
い
く

た
め
の
助
や
機
会
を
叫
供
し
、
市

助
を
文
扱
し
ま
す
。

、=
①
適
正
な
土
地
利
用
の
実
現

-
快
適
で
く
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
地
区
特
性
等
に
応

じ
た
き
め
制
か
な
土
地
利
用
方
針

を
確
立
し
、
こ
れ
に
即
し
た
規
制

・

説
的
仰
や
良
好
な
器
撤
勝
一備
を
す
す

め
ま
す
。

②
良
好
な
住
環
境
を
支
え
る
生
活

基
盤
の
盤
備

-
公
刷

・
似
地
を
迎
疋
な
配
世
に

配
胤
し
、
よ
り
身
近
で
親
し
み
ゃ

す
い
空
間
と
し
て
整
備
す
る
と
と

も
に
、
維
持
廿
型
の
し
く
み
を
工

夫
し
ま
す
。

~ 
..-!~ 

O寄

-
術
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
を

保
ち
、
河
川
や
沼
の
水
質
を
改
普

す
る
た
め
、
下
水
道
の
推
怖
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
普
及
に

努
め
ま
す
。

-
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す

る
た
め
、
災
担
時
を
含
め
た
雌
突

な
水
の
胤
似
や
、
幼
部
的
な
水
道

経
常
に
努
め
ま
す
。

-
市
街
地
で
の
以
水
被
引
を
防
ぐ

た
め
、
計
削
的
に
耐
水
排
水
施
設

の
整
備

・
改
修
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
保
水
機
能
を
強
化
し
ま
す

0

・
地
域
の
活
動
や
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
し

や
す
い
身
近
な
施
設
づ
く
り
を
計

間
的
に
す
す
め
ま
す
。

③
総
合
的
な
交
通
環
境
の
整
備

-
件
似
道
路
を
住
環
境
や
安
令
に

配
唱
し
な
が
ら
計
問
的
に
税
制
し
、

広
域
的
な
つ
な
が
り
や
地
区
間
の

述
絡
を
川
市
に
し
ま
す
。

-
H
A
M
の
く
ら
し
を
支
、え
る
虫
要

な
施
設
で
あ
る
生
前
辺
路
は
、
道

路
の
安
全
性
を
町
め
る
と
と
も
に、

維
持
せ
現
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、

第1033号

-
災んし
いに
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
大
規
悦
地
従
、
治
水
な
ど
の

刈
策
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
相
、
つ
機
凶
の
制
民

辿
嶋
な
ど
、
災
ん
札
口
時
に
迎
切
に
対

応
で
き
る
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
防
災
意
訓
を
山
め

る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
を
叫
僻
と
し
た
門
ヒ
防
災
組
織

を
充
実
し
ま
す
。

-
災山
円いか
ら
山
民
の
供
命
や
財
胞

を
守
る
た
め
、
消
防
や
故
急

・
政

助
体
制
を
総
合
的
に
強
化
し
ま
す
。

.
市
民
の
安
令
な
生
前
を
守
る
た

め
、
凶
係
機
凶
と
連
携
し
、
犯
罪

の
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

-
我
孫
子
に
伝
わ
る
生
活
文
化
を

大
切
に
し
、
次
の
陛
代
に
伝
え
ま

す
。
ま
た、

季
節
の
行
耶
、
務
り

や
郷
土
芸
能
を
継
承
し
打
成
し
ま

す
。

-
文
化
財
を
保
存
し
、
市
民
に
広

く
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
活
用
し
ま

す
。

道
路
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
や
緑
化
に

配
慮
し
、
魅
力
あ
る
快
適
な
道
路

控
怖
を
す
す
め
ま
す
。

-
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
の

充
実
や
自
転
車
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
交
通
環
境
の
控
仰
を
す
す

め
ま
す
。

-
通
勤
通
学
や
口
い
物
な
ど
の
日

常
生
活
の
移
動
を
円
滑
で
快
適
な

も
の
と
す
る
た
め
、
J
R成
問
刷
酬

を
は
じ
め
公
共
交
通
の
愉
送
力
や

利
便
性
を
日
め
ま
す
。

-
交
通
明
故
か
ら
市
民
を
守
る
た

め
、
交
通
安
全
立
加
を
日
め
る
と

と
も
に
、
安
全
な
交
通
部
境
の
挺

備
を
す
す
め
ま
す
。

@
良
質
な
住
宅
供
給
の
推
進

.
公
営
住
宅
の
供
給
・

良
質
化、

バ
リ
ア
フ
リ
l
mv
の
住
宅
改
造
支

援
、
住
宅
に
閲
す
る
総
合
的
な
附

報
提
供
な
ど
、
定
住
化
を
支
え
る

新
た
な
住
宅
施
策
を
す
す
め
ま
す
。

⑤
魅
力
あ
る
ま
ち
並
み
の
実
現

-
心
を
位
か
に
し
、
ま
ち
に
誇
り

と
愛
必
を
感
じ
さ
せ
る
魅
-Hあ
る

筑
間
を
保
全
し
ま
す
。
ま
た
、
地

区
の
個
性
を
い
か
し
、
川
和
の
と

れ
た
優
れ
た
対
制
の
仰
出
を
す
す

め
ま
す
。
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'
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地
区
別
制
却
は
、
市
民
に
身
近
な
生
活
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
5
つ
の
地
区
の
特
性
を
い
か
し
た
将

来
保
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
将
来
像
は
、
市
民
と
共
に
す
す
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
目
似
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
結
び
つ
き、

全
体
と
し
て
市
の
将
来
都
市
保
を
尖
現
し
て
い
く
も
の
で
す
。

「ゆとりと若さが出会い、
自然と歴史が

人を結ぶまちJ
天王台地区は、新しいまちと、そ 我孫子地区は、手賀沼や斜面林な

れを凹む緑豊かな古くからのまちが どの自然があり、多くの文化人に愛

共存しています。また、新たにくら された歴史と文化に、新しさが溶け

し始めた人や、大学や企業に学び・ あったくらしやすいまちです。また、

働く若い人たちが多いまちです。そ 交通や商業など市の中心地としての

して、 こうした人たちが多彩な交流 役割を担っているまちです。

を始めています。 この自然環境や歴史 ・文化を身近

この交流をさらに広げ、結びつき なものとして、次代を築く子どもた

を強めてお互いを支え合っていきま ちに伝えます。また、 一人ひと りが

す。そして、それぞれの能力やアイ いきいきとくらせるよう、人と人と

デアが生みだす新たな活動をまちの の縁やふれあいを大切にします。さ

活性化につなげていきます。 らに、市民や我孫子を訪れるさまざ

誰もが孤独になることのないまち。まな人々 の出会いと交流から、市の

くらしの中で心がはずむまち。そん 中心拠点としてのにぎわいが生まれ

なまちをめざします。 るまちをめざします。

湖北地区は、古利根沼や利

根川の水辺や緑に恵まれ、 農

地や屋敷林、文化財などがふ

るさとを感じさせてくれます。

また、区画が整理された住宅

地にも、 街路樹や公園、自然

のままに残された斜面林など

の緑があり、生活にうるおい

を与えています。

この水辺、盟山の緑、谷津

などの豊かな自然や農地とふ

れあいながら、人と人とが交

流を活発にし、これらの活動

をとおして人がくらす環境を

大切に守り育てていく まちを

めざします。

新木地区は、コミュニテ

ィと福祉を重視したまちづ

くりがすすんだ地域で、気

軽に声をかけあえる顔見知
ごろ

りが多く、日頃からお互い

を思いやるまちです。人と

人との強い結びつきは、さ

まざまな活動を生みだして

います。

身近な森や農地と親しみ、

くらしの中でお互いを支え

合う大切さを、共に考え、

話し合い、活動の発展につ

なげることで、安心して快

適にくらせるまちをめざし

ます。

布佐地区は、水運で栄え

た歴史の中で、特有の文化

を育ててきました。住まい

の緑と向然の緑が調和した

まちは今、diの東の玄関口

として、隣接するまちとの

交流が盛んです。

伝統的な祭りや新たな文

化をとおして、子どもから

高齢者まで世代を越えた人

と人との結びつきを深める

とともに、近隣市町.の人た

ちとの交流をすすめて、の

どかな自然の中で、人々 の

心が豊かな、魅力あふれる

まちをめざします。

の
選
択
や
そ
の
す
す
め
方
が
適
切

か
ど
う
か
を
常
に
判
断
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
政
策
の
企
画

・
立

案
か
ら
そ
の
執
行
方
法
と
成
来
ま

で
を
、
わ
か
り
や
す
く
、
客
観
的

に
評
価
で
き
る
し
く
み
を
確
立
し

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
す
。

地
方
分
怖
の
進
民
は
、
地
域
や
市
民
の
あ
り
方
を
大
き
く
袋
、ぇ
、
こ
の
制
点
を
よ
り
鮮
明
に
し
ま
す
。

例
性
収
か
で
間
以
の
あ
る
ま
ち
を
尖
却
す
る
た
め
、
市
民
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
成
品

で
き
る

方
法
を
硝
立
す
る
と
と
も
に
、
時
代
の
劣
化
を
先
取
り
し
柔
秋
に
汁
応
で
き
る
行
財
政
迎
九日
の
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
こ
の
器
本
山
川
似
を
実
収
し
ま
す
。

ま
ち
は
、
そ
こ
に
住
む
市
民
の

日
常
の
生
活
や
活
動
で
形
づ
く
ら

れ
ま
す
。
「
ま
ち
を
は
ぐ
く
む
」

と
い
う
こ
と
は
、
明日
山り
と
愛
消
を

持
っ
て
く
ら
せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち

を
、
市
民
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

川
を
自
北
し
な
が
ら
、
協
働
で
創

り
続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
市
は
徹
底
し
た
情

報
公
開
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
多
械

な
方
法
に
よ
り
市
民
と
市
、
あ
る

い
は
市
民
同
士
の
情
報
交
流
を
す

す
め
、
山
川
報
を
共
有
化
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
る
た
め
の
支
援
や
、

川
両
づ
く
り
と
そ
の
実
施
を
市
民

と
市
が

.
体
と
な
っ
て
す
す
め
て

い
け
る
し
く
み
を
に
え
す
る
と
と

も
に
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

問
権
的
に
刈
応
で
き
る
市
の
体
制

を
鮭
え
ま
す
。

①
総
合
的

・
計
画
的
な
行
政
運
営

ま
す
ま
す
多
線
化

・
内川
質
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
雌
に
応
え
る

た
め
に
は
、
総
合
性

・
計
州
性
を

よ
り
山
め
た
行
政
巡
併
が
必
安
で

す
。そ

の
た
め
、
部
門
川
の
訓
快
機

能
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、

部
門
別
法
本
川
州
の
策
忘
や
実
施

は
、
北
山本
榊
恕
に
器
づ
き
、
統

一

性
を
持
っ
て
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
作
耶
裁
や
m
v務
が
叶
阿

的

・
効
果
的
に
す
す
め
ら
れ
る
よ

う
進
行
竹
理
を
徹
底
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

一

府
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
比
過
し
、
柔

秋
に
対
応
で
き
る
よ
う
組
織
の
機

能
的
な
編
成
と
そ
の
辿
引
の
州
h
H

化
に
努
め
、
峨

μの
な
附
改
市
と

資
質
の
向
上
を
よ
り
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
川
報
化
や
幼
唱
的
な
行
政

述
九日
に
刈
応
で
き
る
げ
合
の
あ
り

方
を
検
汀
し
ま
す
。

②
効
率
的
・
効
果
的
な
財
政
運
営

基
本
梢
恕
実
現
に
向
け
て
拍
極

的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
た
め

に
は
、
財
政
治
舵
の
椛
立
が
屯
.淡

な
諜
組
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
万
分
柿
の
進
川
崎

の
小
で
、
地
方
税
財
政
制
度
の
北

市
と
税
・
財
制
配
分
の
泡
ぼ
化
を

川
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
財

川仰の
航
似
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
的
仰
な
財
政
分
析
を
行

い、

経
常
的
経
貨
の
迎
ぽ
化
や
投

資
的
経
費
の
主
点
的

・
幼叩
別
的
配

分
を
は
か
り
、
反
則
的
展
望
に
立

っ
た
他
全
な
財
政
運
営
を
す
す
め

ま
す
。

③
重
点
事
業
の
採
用

総
合
的
川
崎
山
が
必
要
で
、
さ
ら

に
市
の
将
来
都
市
保
を
効
果
的

・

象
徴
的
に
実
説
で
き
る
施
策
を
市

内
…
事
業
と
し
て
此
川
づ
け
、
似院先

的
に
実
施
し
ま
す

仲
適
切
な
行
政
評
価
に
基
づ
く
行

財
政
運
営

市
民
の
渦
川
比
戊
に
制
点
を
お
い

た
政
策
を
実
脱
す
る
に
は
、

政
策

山川
相
処
剛一

通
行
川技
術
の
進
広

は
、
が
出
仰
の
効
市
化
や
例
制
交
流

の
拡
大
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
栴
段

の
向
L

しを
可
能
に
し
、
市
民
生
前

や
地
域
経
前
の
活
性
化
に
も
大
き

な
影
山
W
を
号、
え
ま
す
。

こ
う
し
た
情
報
化
が
れ
会
に
も

た
ら
す
効
川市
を
以
大
限
に
い
か
す

た
め
、山川
械
化
推
進
の
必
木
刀
針

を
定
め
、
行
政
と
地
域
の
間
総
化

を

一
体
的
に
す
す
め
ま
す
。

市
民
の
生
活
附
の
拡
大
な
ど
に

伴
い
、
広
域
で
の
恒
常ポの
北
ハ川
化

ゃ
、
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

が
ボ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

手
川
以
前
仲
化
や
成
川
線
桜
純
化
な

ど
、

広山崎
で
の
り川応
が
必
裂
な
行

政
却
制
が
凶
作
化
し
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
凶
係
す
る
市
町
村

そ
れ
ぞ
れ
の
正
体
性
と
例
竹
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
広
域
的
な
つ
な

が
り
を

.
Mm強
化
す
る
と
と
も
に
、

凶

・
県
と
の
述
舵
を
よ
り
強
め
、

共
通
の
品
川岨
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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我孫子市職員の給与の実態と定員管理の状況について、次のとおり公表します。

市職員の給与は、「地方公務員法Jにより、生計費や国・他の地方公共団体の給与、

民間企業の従事者の給与、その他の事情を考慮して定めるものとされています。そして、

国家公務員給与の人事院勧告などを考慮して、議会の議決を経て定められた「我孫子市

一般職の職員の給与に関する条例」や 「我孫子市常勤の特別職の給与等に関する条例J、
その他の給与条例・規則によって支給されています。

問い合わせ 総務課fi(85)1111 給与に関すること...・H ・..内線209

定員管理に関すること…内線282

1人件費の状況(普通会計決算)

2一般職員給与費の状況(普通会計当初予算)

3職員の平均給料月額 ・平均給与月額および平均年齢の状況(平成12年4月1日現在)

4職員の初任給の状況 (平成12年4月1日現在)
我孫子市 国

区 分
初 任 給 採後用の給2年料経月過額 初 任 給 採後用の給2~料E経月過額

大学卒 188，900円 203，800円
I種189，000円 203，800円

一般行政職 E種174，400円 188，900円
高校卒 151，800円 163，800円 141，900円 151，800円

5職員の学歴別 ・経験年数別平均給料月額の状況(平成12年4月1日現在)

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

264，100円

219，800円

312，700円

264，100円

358，700円

309，000円

6一般行政職の級別職員数の状況(平成12年4月1日現在)
区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

計
標準的な職務内容 主事補 主 事主任主事 主 任 係長課長繍佐 課長 部 長

月能 員 数 5人 29人 87人 64人 217人 49人 37人 24人 512人

構 成 比 1.0% 5.6% 17.0% 12.5% 42.4% 9.6% 7.2% 4.7% 100% 

参 11年前の構成比 2.6% 8.4% 18.0% 14.7% 37.6% 8.8% 5.8% 4.1% 100% 

考 15輔の構成比 3.3% 11.9% 18.7% 24.0% 24.8% 6.8% 6.3% 4.2% 100% 
(注)1.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

2.職員数l;t、我孫子市一般職磁員給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。

7昇給期間短縮の状況

区 分 合計
代 表 的な職 種

一般行政職 技能労務職

職員数 (A) 1，070人 617人 164人
平成 普通昇給期間 (12~24月 ) を短

9人 3人 1人11年度 線して昇給した職員数 (B) 

!t 率 (B/A) 0.8% 0.5% 0.6% 
(注)総員数 (A)は、 11年度の採用職員(企業職議員を除<)を加えたものです。

8特別職の報酬等の状況 (平成12年4月1日現在)

区分 給料の月額 区分 報酬の月額 期 末 手 当
停車12年4月1日適用) 停車12抑制明用) (平成12年度支給割合)

市 長 930，000円 E襲 長 540，000円 6月期 2.05月分

助 役 790，000円 副 議長 480，000円 12月期 2.35月分
3月期 0.55月分

収入役 720，000円 E義 員 450，000円 計 4.95月分

rr;. ....... 一、=
9職員手当の状況(平成12年4月1日現在)

区 分 我孫 子市

配偶者 16，000円
2人固まで 1人5，500円

配偶者以外 3人目から 1人2，000円

の扶養親族
16波~22歳の子 1 人5，000円加算
配偶者なしの場合 1人11，000円
母・父子家庭の場合 1人16，000円

住 借家の場合
家賃11，000阿を超える場合家賃に
応じて28，000円を限度に支給

居手当
住居所有者で、かつ主たる

自宅居住者 生計維持者 9，200円
上記以外の者 4.500円

電車 ・パス 定期代(1カ月)45，000円までは全

通勤言
額支給。それを超える部分は半額を

の利用者 加算(5，000円を限度)

乗利用車等 使用距般に応じ4，600円~23，900円を
の用者 支給

期末
(平成12年度支給割合)

(支給期) (期末手当) (勤勉手当)
6月其用 1 .45月分 0.6月分. 12月其用 1 .75月分 0.6月う子

勤 3月期 0.55月う子
勉 富十 3.75月ううト 1 .2月分

手当 職制上の段階、 13務の
有等級による加耳lil置

(支給率) (自己都合) (勧奨・定年)
勤続 20年 21.00月う子 34.65月分

退 勤続 25年 33. 75月分 44.55月う子
勤続 35年 47.50月分 62. 70月う子

職 段高限度額 60.00月う子 62. 70月分

手
その他措 の
加算置 定年(2時%早~期2退職特別日算措)置

0%のカ

第1033号
一一一一一一一

国

16，000円
2人固まで 1人5，500円
3人固から 1人2，000円
16歳-22歳の子 1人5，000円加算
配偶者なしの場合 1人11，000円

家賃12，000門を超える場合家賃に
応じて27，000円を限度に支給

1，000円
(新築取得後5.1手間 2，500円)

定期代(1カ月)45，000円までは全
額支給。それを超える部分は半額を
加算(5，000円を限度)
使用距離に応じ2，000円~20，900円を
支給

(平成12年度支給割合)
(期末手当) {勘勉手当)
1 .45月分 0.6月う子
1 .75月分 0.6月う子
0.55月分
3.75月分 1 .2月う予

有

(自己都合) (勧奨・定年}
21.00月う子 28.875月う子
33.75月う子 44.550月う子
47.50月う子 62. 700月分
60.00月う子 62. 700月う子

定年時早期退職特別措~)置
( 2%~20%の加算

i当 酬鵬 勧奨定年退職者2号給 1号俸

※退職手当については、千葉県市町村総合事務組合の退職手当条例で支給率が定められています。

調 支 金iI咽品 対 象 職 員 数 1，030人

整手当
支 会*sロ 率 10% 

国 の 第リ 度 (支給率)

職員全体に占める手当支給職員の割合 39.1% 
(特z殊 支給対象職員 1人当たり平均支給年額 45，727円
11勤 手当の種類 (手当数) 30種類

ま霊菜務手当 代 表的 な支 給額 の多い手当 技術聡員手当、年末年始勤務手当、理学療法土手当

手当の名称多くの職員に支給されている手当 保育手当、説務手当、技術議員手当、 清掃作業手当

警

平成(決10算年)度
支給総額 256，637千円

職員 1人当たり支給年額 247千円

平成(決1算1年)度
支給総額 269，392千円

職員 1人当たり支給年額 260千円

(注) 1.水道事業会計の職員を除く一般駿の職員を対象としています。
2期末・勤勉手当の支給割合l;t、平成12年度の人事院勧告に伴う引き下げ措置を含んでいません。

10職員定員の状況
(1 )部門別職員数の状況(各年とも4月1日現在)

区 分 職 員 数 対前年 主な増減理由
部 ~~ 平成11年 平成12年 増減数

10 10 。
157 155 -2 課の統廃合による滅

界政部
49 52 ++3 8 

徴収鍵務充実による相
221 229 保育業務充実等による増
106 101 -5 民問委託等による滅
14 14 。
5 5 。

門 113 110 ー 3 区函聾理業務の縮小による減

計 675 676 +1 
特

教消 ヨ防月"'" 178 174 -4 民間委託等による滅
政別 140 140 。
昔日r
門 T 計 318 314 -4 

普 通会計計 993 990 -3 

水下水道道他
37 35 -2 課の統廃合による減
20 20 。

その 20 20 。
小計 77 75 -2 

tE』ヨ 計 1，070 1，065 -5 

(注)職員数l;t一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休縁者、派遣職員などを
含み、臨時または非常勤職員を除いたものです。

(2)定員適正化計画
市では、定員の適正化を図るため、 一般行政、教育委員会、消防の各部門で定員適正化計画を定め

ています。一般行政と教育委員会については削減、消防については増員するこの計画の内容と進捗状
況は、下記のとおりです。 [計酉期間:ー鍛行政(平成9年N13年)、教育委員会(平成11年N15剤、 消防(平成10年N14年))

部門|区分 18年 19年 110年 111年 112年 113年 114年 115年 |計

一|計画増減数 I 1-2 Iー2I -4 Iー4Iー41 1 1ー16

斡 |実 績 1 1+11-41-81+1 I 

門 |職 員 数 16861 687 1683 1675 1676 

警 |計画増減数 1 1 1 1 +1lー3I + 1 I ー41 ー11ー6
言 |実 績 I I I -1+1lー 4I 

職 員 数

|実 績
防日'~ g Jtfb 

177lR円 1+3I+ 3 

13811401140 

+8 
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例
年
を
上
回
る
1
2
8
名
か
ら
推
薦
が
あ
り
ま
し
た

日
以
飢
九
日
は
、
ま
ち
の
景
観
を
良

く
し
て
い
る
挫
物
や
街
並
み
、
良

好
な
自
然
部
境
を
残
し
て
い
る
場

所
、
ま
た
、
対
観
を
良
く
す
る
活

動
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
表
彰
し
、

良
い
玖
観
を
践
し
、

出H
み
、
創
っ

て
い
こ
う
と
い
、
?
日
で
す
。

4
回
目
を
迎
え
る
こ
の
立
に
、

今
年
は
例
年
を
上
回
る

1
2
8名

の
方
か
ら
、
日
件
の
推
悶
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
森
査
は
、
事
前
税
査
で

お
件
を
選
考
し、

本
経
査
を
実
施
。

本
審
査
は
公
開
で
行
い
、
厳
正
な

税
指
の
結
川
市
、
次
の
と
お
り
武
飢

立
1
件
、
対
側
附
奨
励
日
1
件
が
決

ま
り
ま
し
た
。

。
最
観
賞

古
利
根
沼
お
よ
び
古
利
根
の
自
然

を
守
る
会

古
利
棋
沼
は
、
市
内
で
も
有
数

の
自
然
と
良
好
な
長
制
を
践
し
て

利根川の土手の
補強工事を行います

します

第1033号

防 50 れめ
の m 工ま、 flJ
川と、J~ -t下 根
側 下は u 図 川
{こ溺t 、 σコσコ
鋼材勾 小 IR 提
矢竺3 鼎 17¥J防
板五2 :l;入じ でを
~ 0柚 品 工宇iIi
鉄 m のす1強
板 にヒ がす
)は流 行る
を挫約 わた

い
る
場
所
で
す
。
そ
の
自
然
は
、

H

古
利
根
の
自
然
を
守
る
会
H

に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

多
く
の
人

人
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
利
椛
沼
の
良
好
な
民
間
と
、

自
然
を
守
る
活
動
を
ゆ
年
以
上
に

波
っ
て
続
け
て
い
る

H

古
利
根
の

自
然
を
守
る
会
H

の
活
動
が
、
日

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

。
景
観
奨
励
賞

青
山
八
幡
神
社
と
無

E
院
境
内
お

よ
び
備
社

(オ
ビ
シ
ヤ
)
と
称
す

る
八
幡
神
社
管
理
制
度

市
内
で
は
少
な
く
な
っ
た
オ
ピ

シ
ャ
の
制
度
を
継
承
し
、
今
で
は

住
宅
街
の
古
市
一な
緑
と
な
る
判
社

境
内
の
管
理
を
地
区
住
民
で
行
い
、

日以
飢
の
向
上
に
努
め
て

い
る
こ
と

が
、
出
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
四
組
玖
観

披
進
担
当
官
(お
)1
1
1
1内
線

5
7
7
 

ご協力をお願い

打
ち
込
ん
で
漏
水
を
防
止
し
ま
す
。

こ
れ
以
外
の
区
間
は
、
川
側
に

煤
り
上
を
し
て
緩
や
か
な
勾
配
に

し
、
山
姥
防
強
化
と
出
防
の

一
一間の

利
用
促
進
を
凶
り
ま
す
。

工
期
は
、
ロ
月
か
ら
平
成
同
年

3
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

りシンボジウム景観づく
市民参加の景観づくりを考えましょう

「n
M
制
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
は
、
今
回
で

3
回
目
を
迎

え
ま
す
。

第
1
回
で
は
m
M矧
と
は
何
か

を
考
え
、
約

2
回
で
は
、
我
孫

鏑矢板

※小堀1入樋の上・下流は鋼矢板等が入り
ますが、他の区聞は入りません。

堤防工事断面図
工『後の堤防

芝

1
 
1
 

・a，，

土
の
運
搬
の
た
め
、
ダ
ン
プ
の

通
過
等
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

他
設
約
利
根
川
F

流
工
事
事
務
所
取
手
出
必
所

8
0

2
9
7
(
η
)
1
2
4
1
 

子
の
対
飢
の
特
色
を
考
え
て
き

ま
し
た。

今
回
は
、
八
(体
的
な
以
制
づ

く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、
先

進
地
の
引
例
を
参
考
に
し
な
が

ら

「市
民
参
加
の
公
制
づ
く
り
」

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

は

月
9
日
(
土
)
午
後
2

時
か
ら
5
時

(入
場
情
料
)

場
所

市
民
会
知

内
容

①
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
入
選
作
品
と
景
観
口
の
紹
介

②
基
調
講
演
「
み
ん
な
で
す
す

め
る
風
hM
づ
く
り」

講
師:・

原
昭
夫
さ
ん

(世
田
谷
区
都
市

撚
側
部
長
)

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「市
民
参
加
の
以
制
づ
く
り
」

出
席

以
昭
夫
さ
ん
、
侃
山
邦

江
さ
ん

(我
孫
子
市
対
制
排
議

会
会
長
)
、
佐
多
英
昭
さ
ん

(元
景
観
カ
ル
テ
訓
読
団
団
長
)
、

制
的
治
彦
市
長

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
誠
景

観
推
進
担
当
官
(お
)i
l
l
-

内
組
5
7
7

最優秀賞は森かずおさんの

「手賀大橋花火J
第5回 “いい風景みつけよう"写真コンテスト

的
5
阿

H

い
い
肌
川以
み
つ
け
よ

う

H
U
点
コ
ン
テ
ス
ト
の
官
骨折
会

が、

叩
川
6
日
に
行
わ
れ
、
心
優

秀
立
に
森
か
ず
お
さ
ん

(出
市
町
)

の
「
手
口
大
柿
花
火
」

(
写
真
)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、

ω

山
…
の
泌
非
が
市
内
外
か
ら
あ
り
、

市
内
各
地
の

「政
孫
子
の
い
い
風

比
一
ア
l
文
l
女
つ
乍
品
こ
限
0

.一ふ
」

7

4

R

1

a

λ

1

〆L
W

，4E
O
I

，v
u
山
1
h
u

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

人
選
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
入
選
作
品
は
ロ
月
1
日

(金
)
か
ら
げ
臼
(
日
)
ま
で
、
市
民

会
館

2
階
ロ
ピ

l
に
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

反
政
ん
小
弘
u
・
ト仁
斤
つ
沼
市
民
ド
限

パ

.守UmezkTmH
イ
t
Z
配

fu
司

μ
J
q
7
41
;

、

方
は
市
内
在
住
者
で
す

日
以
近
、
高
齢
お
な
ど
を
狙
っ
た

「
S
F商
法

(俄
阪
商
法
こ

の

被
$
が
明
え
て
い
ま
す
。
今

M
は
、

そ
の
手
門
を
紹
介
し
ま
す
。

。
事
例

「
日
用
品
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

や
「
格
安
版
必
」
を
え
さ
に
、
主

制
や山
川
齢
品
切
を
会
場
に
集
め
、
段

初
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ

、
タ
オ
ル
な
ど

の
日
用
品
や
ラ
ー
メ
ン
、
タ
マ
ゴ

な
ど
の
食
料
品
を
無
料
、
も
し
く

は
栴
安
で
配
り
ま
す
。

そ
う
し
て
来
場
将
を
興
衡
さ
せ

て
お
い
て
、
冷
静
な
判
断
を
失
わ

せ
て
か
ら
、
放
後
に
羽
色
布
問
、

他
府
機
総
な
ど
を
い
い
川
額
で
光
り
つ

け
ま
す
。
衛
門
也
の
会
場
や
必
人
会

の
旅
先
な
ど
逃
げ
出
せ
な
い
よ
う

な
状
侃
で
契
約
を
迫
り
ま
す
。
批

近
で
は
、
法
力
を
振
る
っ
て
契
約

さ
せ
る
ケ
l
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
版
光
ト
刀
法
が

S
F

向
法
(
川
鴨川川
商
法
)
と
呼
ば
れ
、

山
齢
将
を
中
心
に
被
巾
一
け
が
広
が
つ

ノ

て
い
ま
す
。

悲
質
業
主
は
「
白
川
齢
将
は
時
間

が
あ
り
、
同吋
山一
ひ
と
り
で
い
る
こ

と
が
多
く
、
だ
ま
し
や
す
い
」
と

思
っ
て
い
ま
す
。

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
な
ど
、

周
囲
の
人
も
%
を
つ
け
て
く
だ
さ

、
。

-
V
 O

被
害
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

①
と
に
か
く
会
場
へ
行
か
な
い
こ

と
が

一
番
で
す
。

②
今
時
、
そ
ん
な
に
う
ま
い
話
し

は
無
い
と
思
い
ま
し
ょ
う
。

③
方

一
契
約
し
た
場
合
で
も
、
ク

l
リ
ン
グ
オ
フ
(
契
約
日
か
ら
8

日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
解
約
が

で
き
る
と
い
う
制
度
)
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
商
品
の
購
入
や
提

約
に
つ

い
て
の
凶
り
引
は
、
消
貸

住
前
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

-v 問
い
合
わ
せ

的
資
午
前
セ
ン
タ

ー

(市
民
会
航
悦
び
)
宮
{お
)0

9
9
9
(ヂ
川
の
午
前
川
時
か
ら

正
午
、
午
後
1
時
か
ら
3
時
)

最
優
秀
臼
本
手
引
大
柿
北
火
:
・

森
か
ず
お

(泊
市
町
)

優
秀
口
事
秋
ふ
か
し
:
・山
下
必

*
仰
の
光
に
・:
羽
生
和
夫

*
夕

焼
の
沼
・・
・
旧
制
井
以
彦

入

選

*

さ
わ
や
か

な

削

絞

な
お
ひ
と

爪
人

(松
戸
市
)

*
五
月
:
・松

沢
山
子

*
雪
の
古
噴

(似
戸
船

戸
2
門方
的
)
・:附
凹
惣
英

*
仙

焼
け
・
:
本
間
守
男

(松
戸
市
)

*
山
り
辺
:・
新
沢
紳

一

*
夕
日

け
い
せ
い

に
遊
ぶ
・:竹
以
内
印

*

花

一
愉
:
・

河
野
古
久

(茨
城
山
山
守
谷
町
)

*
川
wmm
・-
・
引
田
猛

問
い
合
わ
せ

都
市
計
阿
部
拭
制

推
進
担
当
官
(お

)1
1
1
1内
総

巳
d
司

i
四

i

阿
社
会
に
向
け
て
の
計
画
づ
く
り

の
峨
チ
な
ど
を
お
却
し
し
ま
す

0

0
講
演
会

「
友
人
家
族
」

日

時

日

月
お
日
(
土
)
午
後
2
時

何
分
か
ら
4
時
代
U

分

内
容

高
齢
の
友
人
同
士
で
共
同

住
所
し
て
い
る
、
安

m千
代
子
さ

ん

(元
大
森
口
亦
州
院
治
波
部
以
)

の
排
出
会

カ

る

た

@
ジ
ェ
ン
ダ
l
歌
留
多
の
展
示
・

販
売

み
ん
な
で
、
気
慌
に
ジ

エ

ン
ダ
l
川
組
を
考
え
よ
う
と
、
あ

び
こ
女
性
会
識
が

「ジ
エ
ン
ダ
l

歌
印
刷
多
」
を
作
り
ま
し
た
。
会
日

を
中
心
に
、
ド
キ

ッ
と
し
た
こ
と
、

オ
ヤ
ッ
と
思
っ
た
こ
と
を
イ
ラ
ス

ト
人
り
絵
は
が
き
に
し
て
い
ま
す
。

日

時

H

月
お

H
(土
)
・
初
日

(円
)午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

場
所

い
ず
れ
も
さ
わ
や
か
ち
ぱ

県
民
プ
ラ
ザ

(
柏
市
柏
の
葉
)

問
い
合
わ
せ
山
火
性
セ
ン
タ
ー

宮
(柑

)
8
6
0
2

女
性
セ
ン
タ
B
フ
ェ
ス
テ
イ

h

ハル

け
月

i
uか
ら
叩
口
ま
で
、
さ

わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
で

「火

性
セ
ン
タ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

市
民
の
方
が
参
加
・
出
品
さ
れ
る

催
し
の

一
部
を
利
介
し
ま
す
。

(制
は
自
由
)

O
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性
県
識
と

語
ろ
う
」
パ

l
ト
2

日
時

日
川
お
口
(土
)
午
後
0
時

加
分
か
ら
2
時
加
分

内
容

千
都
県
の
女
性
山
議
会
只

が
参
加
し
、
こ
の

1
年
の
活
動
報

告
や
県
政
の
変
化、

男
ル
民
共
同
参

改
定
・
大
学
入
学
資
格
試
験

(大
検
)
説
明
会

日
時

・
場

所

ロ

月

2
U
(土
)
午

後
1
時
叩
分
か
ら
3
時
間
、
県
労

働
者
制
社
セ
ン
タ
ー

(象
凪
無
料
)

内
容

受
検
科
目
の
減
少

・
年
2

回
の
実
施
な
ど
、
新
し
い
大
学
入

学
資
情
検
定

(大
検
)
に
つ
い
て

飲料用自動販売機の
設置者は届け出を
販売機を入れ替える際も忘れずに

の
説
明
と
相
談

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

、弘
前

で
N
P
O法
人

・
教
育
制
度
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム

・
大
検
情
報
セ
ン
タ

ー

E
0
1
2
01
5
5
5
0
1
8

(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)
へ

飲
料
川
内
刷
版
先
機
を
投
附
さ

れ
て
い
る
いベ

同
け
山
し
て
ま
す

か
。
川
収
作
協
は
あ
り
ま
す
か
。

「北
孫
子
市
さ
わ
や
か
な
環
境

づ
く
り
条
例
」
で
は
、
ふんにき
如、

小
ん
じ
さ
ピ
ン
等
の

H

ポ
イ
捨
て
H

防

止
の
た
め
、
飲
料
川
自
動
販
先
機

設
問
将
に
「
印
刷
け
山
と
制
収
科川
市

の
設
内
」
を
必
務
づ
け
て
い
ま
す
。

同
け
川
を
し
て
い
な
い
投
前
将

の
々
は
、
す
み
や
か
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
版

光
機
を
投
開
し
よ
う
と
す
る
万

は
、

M
け
山
が
必
援
で
す
。

な
お
、
叩
け
山
前
の
版
光
機

を
撤
去
し
た
と
き

(廃
止
胤
)
、

新
し
い
機
械
に
人
れ
林
え
る
際

に
も
、
併
度
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

届
け
出
用
紙
配
布
場
所
・
問
い

合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

折
将
係
官
(肘
)0
0
1
5

ち
は
文
化
祭

2
0
0
0
開
催

。
生
活
文
化
総
合
フ
ェ
ア

日
時

H
H川
お
日
(上
)午
前
同
時

叩
分
か
ら
午
後

5
時、

ハ
バ
話
H

(U
)午
前
川
時
か
ら
午
後
4
時
泊

分
(
人
川怖
い
燃
料
)

場
所

必
幌
メ
ッ
セ
同
際
川
崎
示
場

内
容

ふ
る
さ
と
下
応
の
伝
統
的

な
文
化
、
新
た
に
芽
生
え
つ
つ
あ

る
文
化
を
「
創
」

「
遊
」
「
食
」

「学
」
の

4
ゾ
1
ン
で
展
示

・
突

出
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ベ
イ

F
M
の

人
気

D
J
川
村
幸
男
さ
ん

・
き

ゃ

ん
ひ
と
み
さ
ん
の
ト
l
ク
ラ
イ
ブ

や
人
形
劇

「
市
総
里
比
八
犬
伝
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
日
比

肝
克
彦
さ
ん
が
、

来
場
の
持
さ
ん

と
引
附
紀
へ
の
夢
を
託
し
た
作
品

を
例
作
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ち
ぱ
文
化
祭
実
行

委

μ会
下
務
川

(県
庁
文
化
同
際

品
)
宮
0
4
3
(2
2
3
)
2
4

0
6
 



第1033号

。第10回鳥学講座

。 「日本の鳥」コーナー開設

第

ω回
鳥
学
講
座

ア
ホ
ウ
ド
リ
復
活
へ
の
道

ぬ
の
叫
物
館
で
は
、
山
階
品
類

研
究
所
と
共
他
で
、
毎
年
心
学
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
山
田
目
を

迎
え
る
今
回
は
、
「
ア
ホ
ウ
ド
リ

復
前
へ
の
迫
」
と
幽
し
て
、
ア
ホ

ウ
ド
リ
の
保
必
活
動
の
実
際
を
お

訴
し
い
た
だ
き
ま
す
。

ア
ホ
ウ
ド
リ
は
、
興
を
広
げ
る

-a・・・、=章第

と
約
2
・
5
m
、
体
重
約
7
匂
の

北
太
平
洋
で
峠
大
の
海
ね
で
す
。

地
球
上
の
ほ
と
ん
ど
の
ア
ホ
ウ

ド
リ
は
、
伊
豆
祁
山
の
刈
山
で
掠

刑
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
、
羽

毛
の
採
集
の
た
め
大
立
に
捕
殺
さ

れ
、

一
時
は
絶
滅
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し、

そ
の
後
刊

発
凡
さ
れ、

そ
の
後
の
保
護
活
動

に
よ
り
、
現
在
は

1
0
0
0羽
ま

で
佐
惜
し
ま
し
た
。

前
仰
は
、
環
境
庁
の
ア
ホ
ウ
ド

リ
保
挫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
部

隊
の
隊
長
と
し
て
、
何
度
も
向
山

に
渡
り
活
附
し
て
い
る
山
階
山
知

』

F
2
・
5
m
の
現
を
広
げ
て
飛
ぶ

ア
ホ
ウ
ド
リ
(
佐
藤
文
男
氏
描
影
)

言民

0
0
1
年
版

季
賀
沼
カ

レ
シ
ダ
l

m
M

月
1
日
無
料
で
配
布
し
ま
す

ク
リ
ー
ン
手
口
泊
推
進
協
議
会

で
は
、
手
賞
沼
浄
化
の
願
い
を
込

め
て
作
成
し
た

H
2
0
0
1年
版

手
幻
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
H

を
次
の
と

お
り
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

手
質
問
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
同
協

議
会
の
主
催
に
よ
る
、
手
賀
招
写

(7) 2000.11.16 

真
コ
ン
ク
ー
ル
の
会
応
募
作
品
3

2
9点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品

で
榊
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

配
布
日
ロ
月
1
n
(金
)

配
布
場
所
・
配
布
時
間

*
市
役
所
C
会
議
室

(市
民
会
館

敷
地
内
)
・:
午
前
8
時
泊
分
か
ら

供、
/

uv m~叩
刷
、hν ?、

、
-M岡
山
口
附

t
・'
n
"
hw

u
n》

・"
up
r

‘
日
凶
門
誌

-
H
u
m
u、

企保護区域で誕生したアホウ

ドリのヒナ(佐藤文男氏lil影)

制
究
所
の
佐
一
服
X
m引き
ん
で
す
。

ぜ
ひ
加
嵯
に
参
加
し
て
、

地
球

規
悦
で
前
助
す
る
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
く
ら
し
と
、

そ
の
ね
の
命
を
支
え
た
人
川
の
地

道
な
努
力
に
つ

い
て
の
お
話
を
聞

き
ま
し
ょ
う
。

日

時

日

月
初
日
(
日
)
午
後
1
時

叩
分
か
ら
3
時
却
分

場
所

市
民
会
館

申
し
込
み

不
安
(当
日
直
接
会

場
へ
)

「
日
本
の
鳥
」
収
蔵
標
本
を

一
室
に
公
開

日
月
山
日
(
土
)
か
ら
、

山川
の
附

物
館
の
2
附
合
間
展
示
室
に

「
日

本
の
九
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
位
し
ま

午
後
7
時

*
つ
く
し
野

・
湖
北

・
湖
北
台
・

布
佐
支
所
・・・午
山川
8
時
加
分
か
ら

午
後
5
時
(
湖
北

・
布
佐
支
所
は

阿川
一休
み
時
間
を
除
く
)

*
根
戸

・
久
島
寸
家

・
天
王
台
北

・

新
木

・
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
:

山
館
時
間
内

配
布
上
の
注
意

①
多
く
の
方
に
配
布
で
き
る
よ
う
、

配
布
場
所
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

方
、
-
人
に
つ
き
1
部
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

②
配
布
時
間
内
で
も
部
数
が
な
く

な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

③
屯
話
で
の
予
約
や
郵
使
で
の
巾

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

手
判

Hmm
E(お)

i
l
l
-内
線
4
6
2

す
。刈

の
博
物
館
の
目
似
の

一
つ
に
、

「
H
本
陀
ね
知
約
5
0
0州
知
の

標
本
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
」
が

あ
り
ま
す
。
利
引
布
ま
で
に
、
円
仰

の
6
訓
、
約
3
0
0組
制
の
制
本

が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
円
本
の
刈
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
収
減
州
の
小
に
あ
っ
て
、

な
か
な
か
展
示
す
る
こ
と
の
な
か

っ
た
日
本
・
涯
の
ぬ
の
は
く
製
仰
木

を
で
き
る
だ
け
公
開
し
ま
す
。

日
本
の
ね
の
特
徴
を
型
肝
し
楽

し
む
だ
け
で
な
く
、
名
前
だ
け
知

っ
て
い
て
姿
が
わ
か
ら
な
か

っ
た

品
、
間
近
に
凡
て
み
た
か

っ
た
九

な
ど
、
き
っ
と
凡
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。

展
示
期
間
日
月
日
日
(
土
)
か
ら

平
成
日
年
4
月
8
日
(
臼
}

刈
の
叫
物
館
宮

問
い
合
わ
せ

(お

)
2
2
1
2

※
休
航
日
は
峠
終
而
「
今
川
の

休
館
日
」
を
参
照

市民の森
チャーイン
心で自然にふれよう

土
や
緑
と
親
し
も
う

高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園

利
用
者
を
募
集

市
民
政
刷
は
、
自
然
の
中
で
土

ゃ
い
耐
と
親
し
み
な
が
ら
、
肝
来
や

花
を
育
て
収
槌
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

余
暇
を
利
川
し
て
、
ご
家
族
で

新
鮮
な
野
菜
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

利
用
期
間

平
成
日
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
凶
年
3
月
引
H
ま
で
の

2
年
川

募
集
区
画

一
般
区
画
・
:
1
4
8

区
画
ウ
ッ
ド
ウ
ォ
l
ル
区
阿
:
・

4
区
阿

(
ウ
ッ
ド
ウ
ォ
l
ル
区
間

は
車
イ
ス
で
も
利
用
で
き
ま
す
)

利
用
面
積

1
区
画
叩
平
方
メ
ー

ト
ル

(
5
m
×
6
m
)

使
用
料

年
制
9
0
0
0円

※
ウ
ッ
ド
ウ
ォ
l
ル
区
阿
は
削
船

お
よ
び
使
川
料
が
見
な
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

晩
秋
の
ひ
と
と
き
、
我
孫
子
市

環
境
レ
ン
ジ
ャ
l
の
袋
内
で
、
ネ

ィ
チ
ャ
l
グ
l
ム
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

中
虫
市
民
の
森
の
近
く
に
は
将

門
神
社
や
日
秀
凶
遺
跡
な
ど
が
あ

り
、
解
散
後
、
回
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
大
人
、
予
ど
も
を
川
い
ま

せ
ん
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
す
べ
り
に
く
い
靴
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
(
ス
カ
ー
ト
は
不
適
)

日
時
・

場
所

日

月
幻
自
(
祝
)
午

前
9
時
湖
北
駅
前
U
広
場
集
合
、

川
時
こ
ろ
解
散
予
定
(
悶
天
中
止
)

持
参
水
問
、
市
山
川
共

品
世
加
費
無
料

申
し
込
み
抗
按
総
人
口
場
所
へ

問
い
合
わ
せ

手
引
沼
課
空
白
)

1
1
1
1勾
綿
4
6
2

※
当
U
の
閃
悩
の
布
僚
は
、
午
前

8
時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

宮

(回

)
5
0
0
0
コ
l
ド
待
ひ
8
5

0
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

利
用
で
き
る
方

市
内
在
住
の
方
。

た
だ
し、

浅
間
前
新
田
市
民
政
刷
、

日
肝
山
ふ
れ
あ
い
市
片
山
凶
明
政

分
の
利
川
品
約
(
平
成
同
年
3
川
引

日
ま
で
利
川
で
き
る
方
)
は
除
く

※
応
必
者
多
数
の
助
A
H
は
州
巡
。

現
在
、
阿
川凶を
利
用
し
て
い
る
方

が
再
度
当
選
し
た
場
合
は
、
引
き

続
き
川
区
間
を
利
川
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
観

ハ
ガ
キ
に
市
民
出
凶
利
川
希
明
、

ふ
り
す

r・

住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
屯

話
番
号
、
出
同
名

・
区
間
番
号

(現
在
、

利
用
し
て
い
る
方
)
、

返
信
ハ
ガ
キ
に
申
込
者
の
住
所
、

氏
名
を
明
氾
し
、
ロ
刀
日
日

(金

・

消
印
桁
幼
)
ま
で
に
政
孫
子
1
8

5
8市
役
所
山
政
都
宮
(お
)
1
1

1
1内
線
5
1
3
へ

(応
ぷ
ハ
ガ

キ
は
1
世
帯
1
枚
に
限
り
ま
す
)

第
M
A
団
東
葛
飾
地
方
中
学
校
駅

伝
競
走
大
会

(松
戸
市
立
中
部
小

t
野
旧
市
総
合
公
凪
陸
ヒ
競
技
場

川
区
間
立

・
2
M
)
が
川
川
引
日
、

引
一
伎
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
湖
北

小
が
初
催
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

こ
の

U
は
好
天
に
必
ま
れ
、
午

前
川
時
の
ス
タ
ー
ト
時
に
は
汗
ば

あぴこ:pω;いlg
篇23期雲講者を募集

内
容
左
表
参
照

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

H
川

げ
日
(金
)か
ら
休
航
日

(位
終
而

今
川
の
休
館

n参
附…
)
を
除
く
何

日、

午
前
同
時
か
ら
午
後
7
時
ま

で
に
、
直
接
市
民
プ
ラ
ザ
宮
(
幻
)

TPCカレッジ諦座

ワード(ワープD)8 21，卿円

王室初組踊 415，?∞円
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講座 名 単元受講料

15，?∞円

4，8∞円

15，?∞円
2
1
1
1
へ

※
パ
ソ
コ
ン
相
談

(予
約
制

・
白

川
悦
…料
)
を
、
付
叩
川
筋
4
A此
附
日

の
午
前
叩
時
加
分
か
ら
正
午
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。

お
んじA
慨
に
ご
利

川
く
だ
さ
い
。

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
開
催

大
規
杭
災
在
の
際
に
、
被
災
者

の
救
援
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

税
明
会
を
山
悩
し
ま
す
。

日
時

①
け
刀
初
日
(
日
)

②
は

月
2
円
(
土
)
い
ず
れ
も
午
後
l
w

m分
か
ら
3
時
泊
分

場
所

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支

あ

れ

れ

-， 
ιー

優勝を喜ぶ湖北中の選手の皆さん

む
ほ
ど
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

レ
ー
ス
は
ま
ず
、
政
係
・十
小

を
先
如
に
旧
校
ほ
ど
で
先
副
集

団
を
形
成
し
ま
し
た
。
湖
北
小

は
、
他
校
が
少
し
ず
つ
集
団
か

ら
脱
絡
し
は
じ
め
る
中
、
5
区

に
入
っ
て
3
位
に
浮
ヒ
し
、
松

一円
必
ケ
沢
小
と
松
一い
六
中
と
の

ト
ッ
プ
午
い
に
な
り
ま
し
た
。

最
終
区
で
は
松
一戸
六
中
と
の

一
騎
打
ち
と
な
り
、
並
走
し
て

陸
上
競
技
場
へ
入
り
ま
し
た
。

約
3
0
0
0人
の
観
客
か
ら
の

大
き
な
拍
手
と
歓
声
の
小
、
山
間

り
1
3
0
メ
ー
ト
ル
で
湖
北
小

が
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。
2
位
に

5
秒
の
差
を
つ
け
て
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。

第
日
回
東
葛
飾
地
方
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
の
す
え
湖
北
中
初
優
勝

部

(千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

「市

役
所
前
」

下
車
徒
歩
1
分
)

内
容

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
門

的
お
よ
び
市
助
、
だ
れ
に
で
も
で

き
る
応
川
宅
ふ
I

の
知
地
ほ
か

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
氾
寸
前
帯
号
、
「
防
災
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
説
明
会
参
加
希
望
」
、
参

加
希
望
円
を
明
記
し
、
日
月
初
日

(月

・
必
治
)
ま
で
に
一
T
2
6
0

1
8
5
0
9千
必
市
中
央
区
千
栄

治
4
の
i
日
本
亦
ト
ム
ト
社
千
ん
潟
県

文
部
政
山
崎
川
社
以
宮
0
4
3
(2

4
1
)
7
5
3
1
困

0
4
3
(2

4
8)
6
8
1
2
へ

き
ょ
う
か
ら
あ
な
た
も
石
け
ん
派

市
周
年
を
迎
え
芝
我
孫
子
市
石
け
ん
利
用
推
進
協
議
会

「石
け
ん
利
川
悦
進
的
ud会」

は
附
和

ω年
に
結
成
さ
れ
、

U

H
n
で
日
間
年
を
迎
え
ま
し
た
。

市
で
は
、
手
幻
れ
や
生
活
環

境
の
汚
染
の
以
凶
と
い
わ
れ
る

合
成
洗
剤
を
行
け
ん
に
切
り
伴

え
、
利
用
す
る
こ
と
を
挺
進
し

あ

び

-， 

ιー

て
い
ま
す
。

物
の
立
か
さ

・
便
利
さ
だ
け
を

追
い
求
め
た
結
決
、
地
球
出
暖
化

や
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
い

っ
た
化
学

物
質
の
川
泌
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

協
ぷ
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
生

前
回
仰
式
を
見
上
れ
そ
う
と

「き
ょ
う

か
ら
あ
な
た
も
有
け
ん
派
」

を
合
一一従
来
に
、
石
け
ん
作
り
、
手

釘
出
の
船
仁
見
学
会
な
ど
を
と
お

し
て
、
市
民
と
し
て
の
立
場
か
ら

市
助
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

行
け
ん
の
出
品
川学
判
も
し
て
い

ま
す
。
学
校
や
P
T
A
、
円
治
会
、

チ
ど
も
会
、
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会

な
ど
に
品
削
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

閥
.i
制
光
説
的
白

地
加
時
係
官
{お
)
I
l
l
-

あ

れ

ー.，
ζー'

れ



l和 033号

|ふれあい工房 |
リサイクル 家具バザー |

日時・煽所 11月268(8)10時 ~

13崎、ふれあい工房

※車でお越しの方l志、 NEC駐車

お おいりせ

大井梨聖 ちゃん
(柴IU(，f.1歳4カ月)

-.; 

|第5回秋の寿まつり|
日時・湯所 11月25日(土)9時~

14時‘寿商庖会内成田信用金庫

我孫子支庖駐車場 (雨天実施)

内寄 地元商工業者によるバザー

ル、寿富くじ‘子どもくじ引き

場をご利用ください 問い合わぜ 寿商庖会渡辺公(82)

勉選会 13時10分から(時間厳守) 0810 

問い合わぜ ふれあい工房運営協

議会怨(86)5500

天王台 北地区Tヤイレ虫夏
まちづくリ協議会J耳、 ILJ刀て

日時 11月18日(土)12時-17崎、

19日t臼)9跨-16時 (入場無料)

内容 各種作品展示、体験コーナ

ー (体駿コーナーは 19日のみ)

湯所 ・問い合わぜ 天王台北近隣

センタ-~(82)9988

※車での来場はご遠慮ください

|第 14回絵画展 |

日程・内容前期 (油彩) ー11月

25日 土1-29日(水)、後期 (ハス

テル、水彩、アクリ jレ、版箇.鉛

筆画、日本画、水墨画、 彫刻) ・

12月2日(土)- 6日(水)

時間 いずれも10時-19時 (冬期

最終日は15時30分まで)

燭所 市民フラザ (入場無料

問い合わぜ 鈴木会(82)0900

|ホットポットつリスマス会 |

日時・渇所 12月2日(土)138奇30

分-16時、天王台北近隣センター

内容 バンド演奏、レクリエーシ

ョン、ゲームほか

参加賀 100円 (プレゼン ト付)

問い合わゼ ボランティアセンタ

一合(85)5233

lあびこ 市民ヲリスマス |
チャリテ ィ ーコンサ ート |

臼時・泊所 12月 28(土)14時~

16時、アピイホーjレ

グスト 森箱理さん (NH K教育

テレピ「ゆかいなコンサートJ敬

のお姉さんで活躍。ゴスヘjレ数手)

入渇料 中学生以上800同.3成

以よ小学生まで300円

問い合わぜ 原まま(82)9468

ISぱまなぴフエスデイHJレ2000in手賀
自黙の家まつリ・国際交涜のつどい

日時 11月25日f土)、26日日)10

時-15時 (入場無料)<雨天実施〉

内容 1001苫舗のフリーマーケッ

ト・模擬庖 (25日)，太鼓演奏.

ステージ発表など

i易所・問い合わぜ 手自の丘少年

自然の家公(911923 

こころの 健 康 の つ どい
講漬「思春期のゆれる心を受けとめて

日時・場所 12月11日(月)14時~

16時.アミュゼ柏 (入場無料)

榔師 矢野徹さん (千葉県粉神保

健福祉センター長)

問い合わゼ 抱保健所公(67)1255

3r声舌唱団同iliere15周年記意漬妻主
~音布は未来色に梁められて~

日時・場所 ・12月 2日(土)14時開

演、アミュゼ伯

内容 女声合唱とピアノのための
しの

小組曲、作曲家 “中白書直"を偲

んで、クリスマスコンサート

入場料 800同 (全席自由)

問い合わせ 寺潔~(89) 1929

i市長杯争奪囲碁大会i
日時・燭所 12月3日(日)8時50

分-9時20分受付.中央公民館

競授万活 スイス方式5クラス

参加資格 市内在住・在勤 ー在学

の方.または日本棋院会員

参加資 2000同(昼食代含む)

定員 先着 100人

申し込み 当日会場ヘ

問い合わぜ山口密(88)1418

-16時、中央公民館 (入場無料)

喜男i 電界 = 、=

議室需225Si訟lI献血にご協力を |
国会に憲法調査会が設白され、 日時 11月27臼(月)9時30分~

憲法についての議論が行われてい 11時45分、13時-15時30分

ます。 場所 市役所本庁 1階ロビー

1カ月くらい前の， 11月から 12

月の悶に接種すると効果的です。

問い合わぜ 保健センター合(8ワ)

1131 

福祉作業所では ご家庭での
作業もお受け してい ま す

つくばね共同作業所とゅうゅう

福祉作業所では、さまざまな問答

を持つ方が‘ 作業をとおして社会

と関わりを持ち、自立を目指して

働いています。

公園の清掃やク リーンセンター

での資源の分別などを行っている

ほか、各家庭の草刈り.室内清掃、

高齢者家庭の粗大ゴミ処分、簡単

な家のリフォーム、ガーデニング

等の依頼も受け付けています。事

前に見積もりをし、障害者と指導

員が3・4人で作業します。

問い合わぜ つくばね共同作業所

公(88)ワ594、ゅうゅう得祉作業所

公 (87)1944

憲法はなにかという原点に立ち

返りながら.憲法のこれまで‘今、

そして未来を考えてみませんか。

日時 ・1易所 11月26日(日)13時

30分‘アピイホール (参加無料)

鴻師 奥平康弘さん (憲法学者

東京大学名古苦教授)

問い合わぜ 憲法を考える市民の

災い実行委員会 ー浜田宮(83)2789

I!fil務内密 子どもの機能訓練

蚤B務日数 週 3日程度 (応相談)

劃務時間 9時-17時

益B務渇所 こども発達センター

(新木1637.新木駅から徒歩10分)

賃金等日額 2万2000同 (税 ・3定

通~込み)

問い合わぜ 我孫子市こども発達

センタ-s(88)0472

i 我 孫 子登山 倶楽部
ハイキンヴ教室参加者

日時 12月10日(白川崎30分.我

孫子駅北口階時下集合(パス利用)

行き先御板山から黒岳を約4時

間30分でハイキング (荒天中止)

対象・定員 全行程を歩ける60娘

くらいまでの方、先若20人

参加r:i 7000円(保険料含む)

申し込み ・問い合わぜ 往復ハガ

キに住所、氏名、年齢、性別.電

話番号を明記し、11月25日(土・

必む)までに者S8s2の12松村懲二

台 (88)0520へ

.'" 

問い合わぜ 生活支媛諜社会係企

(85)1111内線377

|動物による危害を防ぎましょう|
11月は「動物による危害防止対

策強化月間」です。動物による危

害や被害の発生を防ぐため、ペッ

トを飼っている方は‘特に次のこ

とにご也力ください。

。子どもを増やすつもりがない飼

い犬 ・猫は、不妊手術を受けさせ

ましょう。

。犬や猫を飼えなくなったときは、

新しい飼い主を探しましょ う。飼

い主が見つからず飼えなくなった

場合は、市役所本庁守衛室て・毎週

木曜日の8時30分から11時30分に

引き取りを行っていますので、犬-

猫を捨てないでください。

。犬の放し飼いは、絶対にやめま

しょう。散歩や運動させる際も、

引き綱をつけてください。

。散歩中の犬のフンは‘ f主任をも

って必ず持ち帰りましょう。

。千葉県の条例で「危険な動物」

に指定されているサルなどを飼う

場合は.県知事の許可を受けてく

ださい。

問い合わせ 柏保健所生活衛生諜

まま(67)1255

|痴ほうに関する医療相談 |

痴ほうの方を介護しているご家

族の悩みに、老人性痴呆疾患セン

ターの医師がお答えする 、医療相

談を行います。

日時 ・渇所 11月30日(木)13時30

分-15時30分.市役所西別館3階

在宅介護支援センター (釘用無料)

担当 橋爪敏彦医師(東京慈恵会

医科大学付属伯病院併設老人性痴

内容 展示(絵画‘写真、生け花、 る病気です。普通のカゼとは違い. 果疾患センター)

陶芸、盤、手芸.リサイクル作品、 短期間で流行し、症状が重症化す 申し込み・問い合わぜ 電話で介

盆裁、七宝焼)、ミニコンサート ることがあります。 護支援認会(86)1411ヘ

問い合わせ 梅津まま(83)2014 予防するlこla ①うがいと手洗い I ~，~... AItr._.，_AItr.~<IaI!-AIIIo.~... I 

|シヤドウボックス講習会 | を小まめにする①人込みを避け |痴ほうの方の 家 族 の 集 い |

| る ①室内の換気を行い.乾燥を 介護方法や日頃の悩みなどにつ

日時・燭所 12月7日(木)午前の 避ける@十分な休養栄援を取 いて、情報受換してみませんか。

部...10時-13時‘午後の8s...13時 り、疲れを残さない 日時・場所 11月30日(木)13時30

30分-168守30分.市民プラサ. 予防後種 事前のワクチン援砲に 分-15時30分、保健センター

定員 各Eß先~5 人 より.症状を軽くすることができ 対象 痴ほうの方を介護している

参加費 1600円 (材料箆として) ます。医療機関に相談し 、流行の 家族

2000.11.16 (8) 

忘れずに納めましょう

項 国
納期限
(口座I!i替日)

介郡保険料 30(木)

国民年金{払込期限) 30(木)

国民健康保険税第6期 30(木)

水道料金 27(月)

下水道受益者負担金第3期 30(木)

さき周@体鎖国
市民図容館 20(月)、27{月)

中央・湖北地区公民館 20(月)，23(祝)、27(月)

烏の博物館 20(月上24(金)、27(月)

布民プフザ 16(木)

市 民 会 館 20(月)、27(月)

つつじ在 'B~書量セン;- 20(則、お閥、27(月)，281*)
市民体育館 27{月)

ふれあい工房 20(月上27(月)
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問い合わぜ 教育委員会総務課

|中小企業資金誕資のご利用を |

市では‘千葉県信用保証協会と

市内金融機関の協力により、市内

の中小企業者を対象に運転・設備

資金の自し付けを行っています。

v中小企業資金融資内容

種類 限度額 貸付顧問 滋賀利率(年)

運転資金 1，500万円 60カ月
以内 以内

12カ月以内
設備資金 2，000万円 84カ月 2.3% 

以内 以内

ii 
運転 1，000万円 60カ月 13~36カ月

資金 以内 以内 以内 2.8%

設備 2，0∞万円 84カ月 37~60カ月
資金 以内 以内

以内3.0%
特運転 60カ月

?!慌時制~84金資 1，000以万内円 以内 3.2%

」 資 金 以内

利子補給 *運転資金・・・年利 1.5

96 *設備資金 -年利 1.896 * 
大型庖進出対策資金 一年利 3%以

内

信用保証料 大型庖進出対策資金

を除き免除されます

連帯保証人 特別小口資金を除き

必要です

申し込み・問い合わぜ 商工観光

課まま(85)1111内線505

ごぞんじですか?償察審査会
3定通事古賀、詐欺、おどしなどの

犯罪の被害に巡い、 量産祭や検察庁

に訴えたが検察官がその芯件を起

訴して(裁判にかけて)くれない。

このような不満をお持ちの方のた

めに「検察審査会Jがあります。

この制度は、一般の国民から選

ばれた11人の検察審査員が.裁判

にかけなかったこと(不起訴処分)

の適否を審査するものです。

※群しくは‘松戸検察容査会事務

局(千葉地方裁判所総戸支部内)

s047(368)5141へお尋ねください。

青色決算・消費税等説明会

日時・燭所 12月6日(水)13崎30

12月18から「動物の愛護及び 分-16崎、市民会館

管理に関する法律Jの規定により、 内容所得税の音色決tlt!tの作成

ぺッ トショ 、ソプを含め.動物を取 方法、消~税-地方消印税の説明

り扱う営業(販売‘白也、 保管. 問い合わぜ 拍税務署個人課税第

訓練、展示等)を営もうとする方 18s門倉(46)2321内線326

に‘知事への届け出が義務づけら 官公共hÍ!J~ll利用の給品的以福山la、

れました。現在怠業している方は、 {唇先日3にH，Jpiiが確保されている也

来年1月29臼までに、伯保健所に ので1eJ.ありません。
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| 第6自若組わくわくフェステイJ ~Jv l I :~~" ~ ~:-~~.，-~ " I 
|インフルエンザを予防しよう |

申し込み ・問い合わぜ 電話で12

月68までに新井公(84)1086ヘ

(夜間に連絡してください)

|第7固「柏賛祭JI
日時 11月19日(日)9時40分~

13時 15分 (雨天実施)

内容 ステージ発表、作品展示.

手芸品 陶芸品等の様擬庖など

錫所 ・問い合わぜ 県立柏養護学

校(柏市十余二)宜主(33)5631

県立養護学絞「jf山高等学園JKOYO祭
日時・場所 11月19日(日)9時30

分-14時‘同学園 (柏駅西口 3番

パス停から 「免許センター」行き

パス、同学園前バス停下車)

内容 生徒が職業実習で作った農

作物、植物の芭、手織り ・藍染製

品、綿製品.陶自信箆‘木工製品な

どの販売、製作体験コーナー

問い合わゼ 同学園~(48)0200

インフルエンサ.は冬季に流行す

参加賀 100同 (お茶菓子代)

問い合わぜ 介E益支媛録公(86)14

11 

野村生涯教育・教育相談
日時 11月29日(水)10時-15時

燭所 市民会館 m用祭料)

問い合わぜ (財)野村生涯教育セ

ンタ一本Bsft03(3320) 1861 

|動物取扱業の方は届け出を |

届け出てください。

※詳しくは、拍保健所生活衛生諜

まま(67)1255へお尋ねください

この広報紙は再生紙を使用しています


